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シンポジウム 

川とまちづくり「盛岡の街と北上川」 
＜概要＞ 

 

 

 

北上川は豊かな恵みをもたらし、時には厳しい試練を与えてきた流域社会にとって母なる川である。北

上川・雫石川・中津川の三川が合流する地の利を活かして発展してきた盛岡の歴史を振り返りながら、

北上川を中心とする水辺や清水を活用した「杜と水の都」盛岡にふさわしいまちづくりを考える。 
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日時：平成 29年 10 月 29 日 13:00～17:00 

場所：岩手大学教育学部 北桐ホール 

盛岡市上田三丁目 18 番 8号 
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 ③「富山市における水辺復活への想い」 
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 「川・水を活かした盛岡のまちづくり」 
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北上川「流域圏」フォーラム実行委員会の委員

長をしております平山でございます。 
いつもながら、川のお仲間に会えることは、私

にとって本当にうれしい機会でございます。きょ

うは雨の中、このシンポジウムにたくさんの皆様

にお集まりをいただきまして、まことにありがと

うございました。 
このシンポジウムを主催しております北上川

「流域圏」フォーラム実行委員会という組織がご

ざいますが、北上川で活動しております市民団体

を母体としまして、国土交通省、岩手県、宮城県

など、行政機関にも参画をしていただいておりま

して、官と民が両方で構成する集まりでございま

す。北上川全体の活性化を目指しながら、活動団

体の上下流連携と、顔の見えるネットワークづく

りを促進しながら、官と民、そして我々団体同士

の情報の共有、意見交換の場を提供してまいりま

した。 
昨年は 11 月に、北上の展勝地におきまして、

流域から、各地からたくさんの参加を得まして、

北上川「流域圏」推進交流会議を開催いたしまし

たが、ちょうど 20 年前に、当時の北上川流域連

携交流会が示したような市民団体の力強い連携、

そして活動、そんなものを復活させよう、そうい

う努力を積み重ねているところでございます。 
また、共催の岩手大学地域防災研究センター

は、地元で復興支援、地域防災、まちづくりに取

り組んでおります。そして、エコリーダー、防災

リーダーなどの人材育成にも取り組んでおります 

 
岩手大学の教育研究組織でございます。 

さて、今回のシンポジウムでございますが、流

域地のさまざまな市民団体を流域全体で後押しす

るために実行委員会が今年から始めた事業でござ

います。 
今年度は、北上川河口から約 200 ㎞に位置しま

す盛岡市で行われております「かわまちづくり」

を選ばせていただきました。盛岡は北上川、雫石

川、中津川、3 つの川が合流する地の利を生かし

て発展してまいりましたけれども、盛岡の歴史と

北上川の役割を振り返りながら、盛岡にふさわし

い川を生かしたまちづくりを考えるための機会と

していただきたいと願っているところでございま

す。 
 
まず、基調講演におきましては、公益財団法人

リバーフロント研究所代表理事、金尾健司様、東

海大学文学部講師、兼平賢治様、富山観光遊覧船

株式会社社長、水の都とやま推進協議会理事長の

中村孝一様からお話を伺うことになっておりま

す。講師の皆様はそれぞれのご専門、お仕事の分

野で大変豊かな実績、ご経験をお持ちの皆様でご

ざいまして、お話を大変楽しみにしているところ

でございます。 
また、パネルディスカッションにも参加いただき

ますが、地元の課題を解決するために、ぜひご指

導をいただきたいと願っているところでございま

す。本当にお忙しいところ、遠路はるばる盛岡ま

でおいでいただきまして、心からお礼を申し上げ

主催者あいさつ 
北上川「流域圏」フォーラム実行委員会 委員長 平山健一 
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たいと思います。 
 
また、パネルディスカッションには地元の代表

のパネラーといたしまして、北上川に舟っこを運

航する盛岡の会の事務局長の阿部優様、盛岡まち

並み塾理事の金野万里様が参加をいたします。地

元盛岡でまちづくり、そして舟運の復活に取り組

んでいる熱心な活動家でございます。盛岡の川

に、水辺ににぎわいを復活しようと奮戦をしてい

る途中ですが、きょうは無理を言って参加をして

いただきました。ありがとうございました。活動

の様子、そして現場の悩み等々、ご紹介いただき

まして、議論を盛り上げていただくようにお願い

をしたいと思います。 
 
本日は、会場の皆様とともに多様な面を持つ川

のまちづくりへの活用を考える機会でございま

す。どんな成果が生まれるか、期待が膨らみます

が、参加者にとって有意義な時間となりますよう

願っているところでございます。 
終わりになりますが、本シンポジウムの開催につ

きましては、一般社団法人東北地域づくり協会の

ご支援をいただいております。会場の皆様には、

流域圏の絆を強めていこうとする我々の活動に今

後も変わらぬご支援をいただきますことを切にお

願いしまして、開会に当たってのご挨拶にかえさ

せていただきます。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

平山健一   （小樽市出身） 
実行委員長、岩手大学名誉教授 
元岩手大学学長 

  岩手大学地域防災センター 客員教授 
  岩手県国際交流協会 理事長 
  専門は河川工学・雪氷工学



~ 3 ~ 
 

 
 皆さん、こんにちは。リバーフロント研究所の

金尾でございます。きょうは皆様の前でこのよう

にお話をさせていただく機会をいただきまして、

まことにありがとうございます。 
きょうは、「川からのまちの再生」ということで、

国内外の事例を踏まえながら、川とまちのかかわ

りについて、過去を振り返りまして、そしてまた

最近の動きを若干ご紹介したいと思います。 
私自身は、先ほどご紹介がありましたように、三

十数年、国土交通省で河川行政に携わってまいり

ました。その中でも、河川環境行政にタッチする

機会にも恵まれておりました。その辺の経験も踏

まえながら、少しお話をさせていただきたいと思

います。 
さて、きょうお話を申し上げるのはこの 4 点で

ございます。「かつての水辺は」、それから「水辺受

難の時代」、「水辺の復権」、「かわまちづくりで応

援」、この 4 つの点についてお話をさせていただき

ます。 
 
～～～ かつての水辺は ～～～ 
 

「かつての水辺」。まず、かつての水辺は、人々

と水辺はどのようなかかわりを持っていたか、水

辺と人々の生活のかかわりについて、ちょっとお

話をさせていただきたいと思います。 
この数字は、おわかりでしょうか。118 分の 89、
江戸時代の末期の浮世絵師に歌川広重という浮世

絵師がおりますけれども、彼が江戸の名所を描い 

 
た「名所江戸百景」というものがあります。実は百

景なんですけれども、118 ありまして、そのうち川

や水辺が描かれているのが 89 あります。これは私

が水管理・国土保全局長時代に河川環境課の職員

に、短時間のうちに調べてくれと言ったものです

から、数字自体は若干正確さを欠くかもしれませ

んけれども、大体江戸の名所の4分の3ぐらいは、

水辺、川とかが描かれていたということでありま

す。 
例えば、これが広重の浮世絵ですけれども、左

側は隅田川にかかる両国橋、右側は同じく隅田川

の浅草近辺の風景だと思います。この右側の遠く

に山が見えていますけれども、この山が筑波山だ

と思います。 
このように、水辺は美しい風景を形成して、人々

が集い、憩うような場所であったということであ

ります。 
次に、これは左が江戸のまち、右が現在の東京

のまち。ちょうど今の中央区のあたりです。隅田

川がありまして、神田川があって、日本橋に囲ま

れた場所であります。まちの中にはお堀があると

いうようなことで、このように、川や運河という

のはまちの形とかまちのありよう、これを決める

役割を持っていたということもあります。 
それから、これは隅田川にかかる永代橋という

橋がありますけれども、江戸時代の永代橋の風景

です。橋詰のところに茶店がありまして、「橋詰」

というのは人々が集うような場所です。今でも中

央区の日本橋川にかかる橋の橋詰には小さなポケ

基調講演① 

「川からのまちの再生-国内外の事例から-」 

    リバーフロント研究所  代表理事   金尾健司 氏 
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ットパークがありまして、トイレなどがあって、

散策の途中で休んだりできます。橋詰をどう演出

するかというのも大事なことではないかと思いま

す。 
それから、次に、川は産業を支えた面もござい

ます。これは北上川の石巻の写真をちょっと持っ

てまいりましたけれども、船がいっぱいございま

すね。 
それから、これは利根運河です。利根川と江戸

川を結ぶ運河なんですけれども、かつて、銚子か

ら江戸に物資を運ぶ大動脈でありました。このよ

うに、川は交通や物流という重要な機能をかつて

は持っていたということであります。 
次に、これが生活面で川とのつながりはどうだ

ったかということです。琵琶湖から流れ出る瀬田

川という川がございますけれども、写真を見てい

ただきますと、洗濯をしています。それから、横の

男性は、何か障子戸のようなものを洗っていまし

て、多分障子の張りかえをやったのではないかな

と思いますけれども、人々の生活の中で川は普通

に利用されていたという面がございました。 
それから、これが人と生き物の共生ということ

で、兵庫県の円山川という川の支川に出石川とい

う川がございます。その様子です。人と牛とコウ

ノトリが一緒に写っている写真です。こんなに近

くに人と生き物が共生しているということで、今

の日本ではなかなか考えられないというようなこ

とですけれども、コウノトリは、日本の中では豊

岡での生息を最後に野生絶滅をいたしました。今

は、兵庫県とか豊岡市、それから地元の方々の努

力が実りまして、野生復帰に成功しておりまして、

今、100 羽を超えたというところだそうです。国交

省も、これで円山川の自然再生事業などで湿地の

再生などでお手伝いをしているということであり

ます。 
それから、これは東京荒川の昭和 9 年の写真ら

しいんですけれども、子どもたちが荒川で水泳を

しているという様子です。昔、川で普通に泳いで

いましたけれども、いつの間にかプールに取って

かわってしまいました。このように川というのは

遊びの場であったということです。自然の川と触

れ合うことで、子どもたちは自然の怖さとかも学

んできたのではないでしょうか。 
私自身も水泳を覚えたのは川でありました。川

の水浴場というのは至るところにございましたけ

れども、今はなくなってしまいましたが、川の水

浴場を復活しようというような取り組みをしてい

るところもありまして、九州の球磨川など、八代

市のところで水浴場復活などということを市民団

体が一生懸命やっておられる例もございます。 
かつての水辺は、こういうふうに人の生活、大

変身近にあったということでありますけれども、

いずれも受難の時代を迎えたということになりま

す。 
 
～～～ 水辺受難の時代 ～～～ 
 

このように、川というのは大切な存在でしたけ

れども、高度成長時代には、経済活動とか、人間の

生活の利便性が優先をされまして、その存在がな

いがしろにされていたということであります。 
これは昭和 36 年、隅田川の写真で、船に乗ってお

られる方々の写真です。浅草の吾妻橋という橋が

かかっていますけれども、そのあたりじゃないか

と思いますが、鼻を押さえて、匂いが相当きつか

ったのではないかと思います。 
今、ＪＲの総武線というのが隅田川を渡ってい

ますけれども、隅田川を総武線が渡るときは、皆

さん、夏の暑いときでも、臭くて一斉に窓を閉め

たという話を聞いたことがございます。産業排水

とか生活排水で川の汚染がどんどん進んだという

時代ではなかったかと思います。 
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これは多摩川の昭和 45 年ごろの写真。白いのは

洗剤の泡です。ひどい状態でした。水門の上に「川

をきれいに」と書いてありますけれども、大変空

しい感じです。こんな状態だったということであ

ります。 
それから、東京の神田川です。歌にもなりまし

た神田川ですけれども、治水対策を急いだあまり、

このように無機質の三面張りの川になっておりま

す。これは、しかし、やむを得ないことでございま

して、高度成長時代に急激に都市化が進みまして、

都市水害が頻発をいたしまして、大きな社会問題

になりました。とにかく緊急に水害をなくすとい

うためには、洪水を、効率的に流そうと思えば、水

路はこういう排水路的な川にならざるを得なかっ

たという事情がございました。 
それから、これは東京の昔の川とか水路を描い

た図です。毛細血管のように川や水路があったと

いうことがわかります。今どうなっているかとい

うと、これらの川、水路、大部分が埋められており

ます。地下に暗渠になっているという川もありま

す。戦災復興のとき、瓦れきの処理で川を埋めて

しまったという事情もあったと聞いております。 
これは東京の中小河川。わずかに残った川も、

暗渠や、それから、蓋をかけてしまえと、蓋かけの

対象になりました。東京都では、東京都市計画河

川下水道調査特別委員会、そういう委員会がつく

られて、いろいろ議論して答申が出されています。

昭和 36 年です。その内容は、この絵のとおりで、

もともと川であった赤い部分、これはもう川じゃ

なくて下水道にしてしまえ、下水道幹線にしてし

まえと。下水道幹線として暗渠化する。それから、

黄色いところがありますね。黄色いところも、ふ

たかけをして、その上を公園とか道路で利用しよ

う、そういう答申が出ています。 
当時は、都市環境の改善、これは急務でござい

ました。水質汚濁とかございまして、下水道の整

備が急がれておりました。新たに下水道をつくる

よりも、今ある川を下水道にしてしまったほうが

安上がりだし、水のなくなった川はそのまま放っ

ておきますと、ごみ捨て場になってしまう、そう

いう環境面もありまして、ふたをかけて、その上

を利用したほうがいい、そういう発想でした。地

域の住民からもそういう要望が出ていたという時

代でありました。 
渋谷の駅の前を流れていた渋谷川、その支流に

河骨川という川がありまして、今は暗渠になって

いますけれども、この川が童謡の「春の小川」のモ

デルになった川だと言われております。 
今では、この答申に基づいて、渋谷の駅前より

も上流のほうは下水道になりまして、暗渠になっ

ております。渋谷川です。駅の下流のほうは、かろ

うじてオープンの水路になっておりますけれども、

妙な形の川でありまして、Ｕ字溝のような形にな

っておりまして、これは何かというと、すぐにい

つでもふたをかけられるようになっている、そう

いうことらしいですけれども、かろうじて渋谷川

も駅より下流のほうはまだオープンの水路で残っ

ております。 
幸いにも、全てがこの計画どおりになったわけ

ではございませんけれども、今、日本橋川の上空

の高速道路を撤去して地下に持っていこうという

議論が進んでおります。そういう議論が進んでい

る現在から考えると、ちょっと感覚の違いを覚え

ざるを得ないということです。 
このように、一時期、水辺は大変忘れられて、痛

めつけられて、受難の時期を経て現在に至ってき

たということであります。 
 
～～～ 水辺の復権 ～～～ 
 

さて、これから水辺が復権してきたという話を

させていただきたいと思います。ちょうど私が建
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設省に就職をいたしましたのが昭和 58 年でした。

それから数年ぐらいたったあたりから水辺の価値

を見直そうという動きが出てきたように思います。 
例えば、まちづくりと一体となった河川整備を

進めようということで、「ふるさとの川モデル事業」

とか、「桜づつみモデル事業」、「マイタウン・マイ

リバー整備事業」、そういうものができた。これは

昭和の終わりごろ。それから平成に入りまして、

平成 2 年には「多自然型川づくり」、そういうもの

が始まっております。ちょうど 30 年前からそうい

う機運が出てきたということではないかと思いま

す。 
高度成長時代も終わりまして、安定成長の時期

に入りました。社会も物質的な豊さに加えて、心

のゆとりとか豊かな環境を求める時代になってき

たということではないかと思います。河川にも、

かつての多様な機能を生かして、豊かで充実した

社会、それから生活の一部として見直そうという

動きが出てきたということです。 
平成 9 年に河川法が改正をされました。法の目

的に、河川環境の整備と保全が明確に位置づけら

れまして、今年はそれからちょうど 20 年の年に当

たります。 
これは広島の太田川の派川の京橋川の川べりに

こういうオープンカフェができています。広島市

は、平成の初めごろから、「水の都ひろしま」の構

想をつくって、太田川を活用したまちづくりに取

り組んでおります。その一環として、全国に先駆

けて、十数年前になりますけれども、社会実験と

して河川敷地内にこういうオープンカフェの営業

を認めたということです。これらの社会実験を踏

まえて、河川敷地占用許可準則という決まりがあ

るんですけれども、これが改正されまして、今で

は、一定の条件を満たせば、河川敷で民間による

営業活動が可能になっております。 
写真にある京橋川、3 つぐらいのお店がありま

す。年間の利用者は約 10 万人ぐらいということで、

大変にぎわっているところであります。 
それから、これは隅田川のちょうど浅草のあたり

ですけれども、準則の特例を使った東京都の第一

号のコーヒーショップができておりますけれども、

桜の時期は大変きれいであります。 
それから、これは準則の特例ではございません

けれども、長井市のフットパス、街中の周遊路と

河川管理用の通路、これをネットワークして、舟

運で栄えた長井のまち、これを歴史を感じながら

散策できるようになっています。後ほどご説明し

ます「かわまちづくり制度」というものを活用し

て整備が行われております。 
それから、松江堀川です。松江城は、このたび国

宝に指定されました。かつてヘドロのたまった汚

れた川、河川でございましたけれども、ちょうど

隣に宍道湖という湖がありまして、そこからきれ

いな水、浄化用水を導入して、画期的に水質が改

善されまして、お堀に遊覧船が運航されるように

なりました。年間 30 万人を超える利用者があると

いうことで、松江の観光に一役買っているという

ことであります。 
最後の日本の例は、円山川。先ほどのコウノト

リのです。平成 16 年に大水害がございまして、緊

急的、それから大規模に河川改修を入れています

けれども、単に治水のための河川改修をやるだけ

じゃなくて、コウノトリの餌場になるような湿地

もつくりながら河川改修していこうという多自然

川づくりをやっています。 
外国の例です。テキサス州のサンアントニオ川。

川沿いにこういう遊歩道、リバーウォークという

のがありまして、遊覧船も運航しております。か

つてメキシコの領地でありましたので、スペイン

の影響を受けた古い町並み、これを生かした川周

辺のまちづくりが行われているということです。 
1930 年ごろから始まった計画なんですけれど
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も、その後、1960 年前後にもう一度再生をされま

して、現在に至っているということで、ちょうど

リバーウォーク、水面との差が 20～30 ㎝というこ

とで、大変スケール感としていい感じです。手す

りは全くございません。 
なぜこんなことができたかということですけれ

ども、もともと水害に悩まされていたまちなんで

すが、上流にダムができた、それから、ちょうど曲

がりくねっているところにショートカットして洪

水を流しやすくしたということと加えて、地下の

放水路をつくって、洪水対策を行いました。市内

を流れる蛇行のところは、両方が水門で締め切ら

れているので、洪水の心配がないということで、

ああいう利用ができたということで、治水と水辺

の整備をどう調和させるかというのがなかなか難

しい問題ではないかなと思います。 
それから、ドイツのデュッセルドルフ、これは

ライン川です。河畔がこんなににぎわっていると

いうこと、古い町並みと調和していい風景なんで

すけれども、ここは何をやったかというと、実は

川沿いに道路があって、川とまちが分断されてい

たんですけれども、道路を全部地下に入れて、川

とまちをつなげたという例であります。 
既にある川沿いの道路、それも建物の施設と水

辺の施設とをどう調和していくのかというのは、

これも大変難しい問題だと思います。 
これはセーヌ河です。河畔、ここ実は人工ビー

チをつくっているんですけれども、ここは普段の

ときは高速道路なんです。高速道路なんですけれ

ども、バカンスで海に行けない人たち、まちの中

でこういうふうに親しめるということで、夏の間

の 1 カ月だけ、こういう人工ビーチをつくって、

設置されているということで、これも同じところ

です。なかなか日本ではこういう発想は起きない

んですが、水辺の利用というのは、いろんな発想

でできるということではないかと思います。 

それから、お隣の清渓川（チョンゲチョン）で

す。これは有名ですね。高速道路を撤去して、地下

にあった川をもう一度地上に復活させたというも

のであります。高速道路をなくしたんですけれど

も、ここはかわりの道路をつくっていないのです。

つくらずに、高速道路だけを撤去したというのは、

大変すごいことだと思います。 
日本では、道路をなくして川を復元するという

ところまではなかなかいけない。日本橋川でも、

高速道路が老朽化して、それを何とか更新しなけ

ればいけないという事情もあって、今、それを地

下に入れようかという話が進んでいるのであって、

なかなか川単独でこういうことをやるというのは

難しいのではないかと思います。 
で、清渓川のこれはソウルのど真ん中です。こ

んな感じです。昔は、できた当時、行きましたけれ

ども、コンクリートでつくって、いかにも人工的

だなという感じはしましたけれども、十何年たち

まして、大分草や木が生えてきて、いい感じにな

っています。これも同じです。魚も結構いっぱい

この中にいたりしています。川の流れにもいろい

ろ変化をつけてあります。 
次、マラッカ、これはマレーシアの事例です。首

都のクアラルンプールから車で 2～3 時間のとこ

ろに古い都のマラッカというのがありまして、観

光地でもあります。市内をマラッカ川という川が

流れていて、クルーズもできるようになっていま

す。その様子がこんな感じです。川の両岸が全部

遊歩道になっていまして、店舗や住宅がずうっと

続いている。その中をクルーズもできる。 
多分、もともと市街地は川に背を向けていたと

思います。川側に前出しで遊歩道をつくったので、

徐々に川のほうを向いてきたのではないかなと思

います。大阪の道頓堀川も同じような形で、遊歩

道をつくって、まちがこっちを向いてきた、それ

と同じようなやり方で、似ているんじゃないかと
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思います。こんな感じです。 
 
～～～ かわまちづくりで応援 ～～～ 
 
最後に、「かわまちづくり」のお話を残った時間

でさせていただきます。これからのかわまちづく

りを考える上で、キーワードを 3 つ挙げてみまし

た。 
まずは、「つくる」から「使う」へ。これまでの

水辺整備といえば、河川管理者が計画をして、河

川管理者が整備をして、でき上がったら、さあ、ど

うぞ、使ってください、そういうやり方をしてき

たのだと思います。しかし、どうでしょう、そのよ

うにつくった、整備した水辺が活用されずに荒れ

放題になっているという場所をいろいろなところ

で見かけますよね。水辺をどう使うかと、地域の

活性化にどう役立てていくのかということを考え

ずにつくるということを優先したからそういうこ

とになったんじゃないかと思います。 
これからは、使う発想からスタートして、その

ために必要なものをつくる発想に転換。それから、

つくれば、つくった後にも育てるということが大

事だと思います。使う発想から、つくって、それを

育てていく、そういう発想が大事じゃないかなと

思います。 
それから 2 番目は、市町村や民間が主役という

ことです。では、使うのは誰かというと、地域振興

や、地元経済の活性化を担うのは地元や民間の

方々です。そのために、うまく水辺を使っていた

だく主役は市町村とか民間ということになります。 
それから最後、河川という公共空間で営利活動

は可能に、と書きました。河川敷地占用許可準則

が改正されて、一定の条件のもとでオープンカフ

ェなどの民間による営業活動が可能になった。こ

れは非常に大きいことだと思います。従来の河川

管理の視点からすると、やむを得ない公共的利用、

例えば橋をかけるとか、それ以外は排除してきた

ところに、河川が目指す多様なサービスを活用し

ようという発想が入ったということはとても大き

いことだと思います。もちろん、私利私欲追求と

いうことではなくて、河川の維持・向上にも寄与

してもらうということが前提であります。 
川の活動も、何から何までボランティアでやれ

というのは、なかなかしんどいのではないかと思

います。活動が持続可能になるための、少し営業

活動をしながら活動を持続していくということは、

これも大事なことではないかと思います。 
幾つか私たちの研究所のかかわった例をご紹介

しますと、浜松ですか、「軽トラ市」というのをや

っていまして、これは常設ではありませんけれど

も、こういう活動で販売活動などもやっていると

ころもございます。 
それから、岡山城の周り、旭川という川が流れ

ていますけれども、ここの水辺を活用しようと。

水辺だけじゃなくて、岡山市街地自体の活性化に

も役立てていこうということをやっております。 
それから、これは岡崎市の矢作川の支川に男川

という川があります。岡崎も家康が生まれたまち

ということで、城下町ですけれども、そういう城

下町と男川というのを結びつけて、まちの活性化

を図ろうという取り組みをやっています。 
旭川の例にしろ、この男川の例にしろ、市や地

元のＮＰＯが主役で、一生懸命試行錯誤を重ねな

がら進めていこうとしております。まさに「使う」

発想でやられている例ではないかと思います。 
それから、かわまちづくり制度で、国交省はい

ろんな形でかわまちづくりを応援をしています。

その一つがこの「かわまちづくり支援制度」です。

現在、全国で 150 カ所ぐらい、これの対象になっ

て進めていると聞いております。 
申請の流れは、こんな感じで、市町村とか住民

とか、河川管理者が一緒になって、まず計画をつ
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くってということになっています。ここでは手続

の詳しいお話はしませんが、一つお話し申し上げ

たいのは、使う発想で制度を活用していくという

ことが基本だろうと思いますけれども、今は、民

間の人が発議して、こういうことをやってくれと

いう制度になっています。そういうふうに改正を

して、今までやったのは、河川管理者とか市町村

が中心に、じゃ、計画をつくろうかということで

したけれども、民間の人が発議してもいい、そう

いう制度になっています。まだ使われたかどうか、

私もわかりませんけれども、制度上、民間がやろ

うと手を挙げても、そこからスタートもできると

いう制度になっております。 
時間も参りましたので、私の話は以上でござい

ます。どうもご清聴ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

金尾健司 氏 （京都府出身） 
  リバーフロント研究所 代表理事 
  昭和 58 年東京大学大学院卒業、建設省入省 
  国土交通省 九州地方整備局長 
  国土交通省水管理・国土保全局長を歴任
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皆さん、こんにちは。今ご紹介いただきました

東海大学の兼平賢治と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 
私は、実は岩手県の出身でして、しかも岩手大

学の卒業なんです。岩手大学の教育学部で、もと

もとは岩手の教員になりたいということもあって

教育学部に進みました。ですから、ここのホール

で学生のときには勉強していた人間なんですけれ

ども、その後、東北大のほうに進みまして、現在

は、3 年前から東海大学の文学部のほうに勤めて

おります。 
ですので、フィールドとしては、盛岡藩のこと

をやっておりますので、今回、盛岡の発展と、それ

から北上川の関係について、私のほうでは話をし

ていきたいと思います。 
 

この絵図、よく出てくるんですが、鳥瞰図です。 

お城がどこにあるかというと、ここになるわけ

です。ここが中津川です。そして北上川がこうい

うふうに流れている。それから雫石川です。盛岡

というのは、この 3 つの河川、これがちょうど合

流して流れていく。新幹線などに乗って盛岡へ来

られる方は、こう上ってきますので、この合流地 

 
点というのをよく見られるかと思いますけれども、

この川の存在が非常に盛岡の発展には大きくかか

わっているんだということでお話をしていきたい

と思います。 
盛岡、ここが城下になるのは、江戸時代になっ

てからということになるんですが、では、そもそ

も盛岡藩というのはどうやってこの城下を形成し

ていったのかということなんですが、盛岡藩の殿

様、これは南部氏なんです。南部氏というのは、レ

ジュメ、史料のほうに書いておりますけれども、

中世以来、青森県の三戸を拠点として勢力を持っ

ていた。 

 
その後、九戸一揆、九戸政実の乱ということで、

豊臣がやってきて九戸城を包囲して、九戸氏を滅

ぼす。その後、南部氏は、このところだけではなく

て、南に稗貫、和賀というところがあるんですが、

ここまでを支配するようになった。そうしたこと

で、三戸では北過ぎるということで、居城を今の

盛岡、ここに移す必要が出てきたということなん

です。 
この移す際に助言をしたというのが、ここに写

真を載せておりますけれども、蒲生氏郷などが九

基調講演② 

「歴史から学ぶ川の街・盛岡の魅力」 

             東海大学文学部講師、兼平賢治 氏 
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戸の乱のときにやってきて、初代の殿様になる南

部信直という人に助言をして、盛岡にお城をつく

ってはどうだということで、盛岡に築城すること

になったということです。 
では、盛岡城がつくられたのはいつかというこ

となんですけれども、慶長 2 年(1597 年)または翌

年慶長 3 年、このころから城づくりが始まったと

いうふうに言われています。 
ですので、慶長 2 年ということを考えると、こ

としはちょうど築城 420 年ということで、イベン

トなども開かれています。 
何で盛岡かということなんですが、それは一つ

には、花崗岩台地であって、非常にいい石がとれ

る。 
これは岩手公園ですけれども、今は盛岡城跡公

園となっていますけれども、これがお城の石垣で

す。これが建築当初の石垣がまだ残っているとこ

ろですね。こっちのほうは非常に細かい石がきれ

いに並んでいるんですが、これは盛岡城を徐々に

整備していきますので、こちらのほうは江戸時代

の前半に拡張した際の石垣になりますけれども、

これは慶長のころにつくられた石垣、これが表面

に出ているところになります。 

非常に立派な石垣なのです。盛岡、地元の方が

見ると、石垣しか残っていなくて、お城がないか

らちょっと残念だなと思われるかもしれませんけ

れども、実は九州大学の先生が盛岡にやってきた

ときに、ちょっとお城を案内してくれませんかと

いうので、連れていったんですね。そしたら、こん

な立派な石垣があるんだということで驚いていた

んです。 
何でかというと、先ほど言ったように、盛岡城

というのは、豊臣政権になってから築城されてい

ますので、その当時の石垣のつくりというのを用

いています。ですから、非常に立派なんです。西国

のほうも、織豊期、信長やあるいは豊臣のころに

つくられますので、非常に立派な石垣が多いんで

す。 
それに対して東国というのは、古くからの山城

などが多いものですから、こういうふうな立派な

石垣というのは東北のお城でもなかなか見ること

はできないんです。 
先ほど言ったように、盛岡というのは花崗岩台

地ですので、非常に大きな石を見ることができる。 
これは盛岡城のところにある烏帽子岩ですけれど

も、非常に大きな石。その前にあるのが、こんな大

きな、なかなか写真だと伝わらないかもしれませ

んけれども、私が寝ころがってもさらにそれより

も大きな石がお城の中にある。 

この石切り場というのが、本来はお城よりも離

れたところにあるはずなんですけれども、盛岡城

の場合は、すぐ近くにこれだけの石がとれますの

で、石切り場がまさにお城のところにあって、ど

んどんと石垣をつくっていったということです 
これは中津川ですけれども、ここに石があるよ

うに、夏などには子どもたちが遊んでいたりする

風景がよくテレビでも映し出されるというぐらい

に大きな石がある。それによって立派な石垣がつ
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くられたということです。 
それから、先ほど見ましたように、中津川と北

上川、これが天然の堀の役割を果たしている、そ

ういうことで、この盛岡の城は非常に堅固なとこ

ろ、ということでも盛岡に築城されたということ

です。 
このお城づくりですけれども、豊臣秀吉とか、

初代の南部信直、これが相次いで亡くなったため

に中断をしたり、それから、北上川、これが当時は

暴れ川でしたので、氾濫すると、盛岡城をせっか

くつくっているところに被害を及ぼしたりして、

なかなか難工事だったわけです。 
それがようやっと盛岡城が居城として定まるの

が寛永 12 年(1635 年)、将軍で言うと 3 代の家光

のころになるんですけれども、そのころにようや

っと南部氏の居城としての盛岡城が定まりました。 

では、城下としての発展はどうかということな

んですけれども、城下としては、割と早くに発展

していきます。城下町の発展と大きくかかわって

いるのが、盛岡市内を流れる中津川の欄干、「上の

橋」と言いますけれども、そこの欄干に、これは擬

宝珠(ギボシ)がついているんですが、この擬宝珠

というのがいつつくられたものかというと、慶長

14 年(1609 年)です。だから、江戸時代というのは

1603 年に始まりますから、江戸時代の初期につく

られたものが、まちの中にこうやってあるわけで

す。これは非常に貴重なんです。盛岡の人たちは

見慣れていますから、「ああ、擬宝珠があるな」と

いうことなんですけれども、慶長の初めのころに

あるわけです。戦争のときに、当然鉄類ですから、

これは供出の危機にあったわけですけれども、国

の重要美術品に指定されたことによって、これは

守られたわけです。本来であれば、博物館のガラ

スケースを通して見てもおかしくないようなもの

なんですけれども、それがこうやってある。しか

もいたずらされることもないわけです。ここが非

常に盛岡のいいところだなと思います。 

それから、下の橋にもこの擬宝珠があります。

こちらの擬宝珠は慶長 16 年(1611 年)につくられ

たものがあるんです。本来、江戸時代は上の橋と

中の橋に、欄干のところに擬宝珠があって、下の

橋にはなかったんですけれども、現在、中の橋と

いうのが近代橋になったことから、上の橋と下の

橋、こちらのほうに擬宝珠がつけられているとい

うことになります。 
この上の橋、中の橋、下の橋、そして擬宝珠とい

うものがつけられているというところからも、城

下町の形成ですが、これが慶長年間の後半ぐらい

にでき上がっていたということがわかるというこ

とです。 
盛岡城下には、多くの周辺の有力な寺院、これ

も集められることになります。それから、史料編

のほうで挙げておきましたけれども、史料の二の

ほうには、慶安 4 年(1651 年)の盛岡 23 町の町の

書上というものを挙げておきました。 
ですから、1651 年のころには、盛岡 23 町とい

うまちも形成されていったということがわかりま

す。 
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史料の二をちょっと見ていただくと、例えば地

元の方々はわかると思うんですけれども、「自今以

後は磐手町をば材木町」と。材木町は今、北上川の

そばで、非常にきれいなまちづくりを進めていま

すけれども、材木町。それから、屋根葺町というの

は「葺手町」というふうに名前を変えて、23 町が

そろった。そういうこともありますので、この擬

宝珠ができたのが慶長年間、それから、23 町、こ

れがしっかり整ってくるのが慶安年間ですので、

17 世紀の前半には盛岡城下というのがしっかり

と形つくられたということがわかります。 
その盛岡城下が発展していく重要なキーワード

としては、やはり北上川があるわけです。 
北上川というのは、ここに書きましたけれども、

新山河岸、ここは舟橋がかかっているんですね。 

ここを「新山舟橋」と言っていますけれども、新

山河岸は北上川の舟運の起点になっているわけで

す。盛岡からずうっと南の石巻のほうまで北上川

が流れているわけです。そこの拠点なんですが、

水運の拠点というだけではなくて、新山河岸は奥

州道中の城下への玄関口でもありました。ですか

ら、江戸からやってきて、奥州道中、ずうっと続い

てきて、盛岡城下に入る。こうやって盛岡城下に

入っていくわけですけれども、その玄関口にもな

っていますので、水路においても、それから陸路

においても、この新山河岸というのは非常に重要

な拠点になっていたということです。 
この北上川舟運、これが使われるのはいつぐら

いになってからかということなんですけれども、

政治の中心地、これが豊臣政権期というのは大坂、

京都、これが政治の中心ですから、そうすると海

運も太平洋ではなくて、日本海の海運、これが重

要な意味を持っていたわけです。 
ところが、江戸時代になると、政治の中心は江

戸になってきますので、江戸に物資を送る必要が

出てくる。そこで、海運も、それまで中世は日本海

海運が非常に盛んだったんですけれども、太平洋

の海運、これを使うようになるんだということで

す。 
それから、江戸を拠点としますから、北上川、こ

れも非常に重要な物資を送る道ということで使わ

れるようになります。 
ただし、北上川、これが物資の輸送として主に

利用されるようになるには、北上川の河口を改修

する必要があったわけです。それまではどうして

いたかというと、内陸の盛岡から沿岸のほうに物

を運んで、それからようやっと船で運ぶというこ

とをしていたんですけれども、元和 9 年(1623 年)
から北上川河口、宮城県の石巻、こちらのほうが

改修工事されることによって徐々に盛岡藩は、北

上川を使って物を送るということになっていきま

す。盛岡から石巻に送ったものが太平洋を通って

江戸に運ばれていく、ということになるんだとい

うことです。 
盛岡では、寛永年間、1624～44 年を寛永年間と

言うのですけれども、そのころには石巻に米を回

漕するようになっていきます。石巻に盛岡の蔵も

あったんですけれども、それが正保2年（1645年）

に石巻に盛岡藩のお蔵、これが建つわけです。そ

して慶安 3 年（1650 年）には黒沢尻、北上ですね、

そこにお蔵奉行が任命されていることから、17 世

紀の中頃にはこの北上川の舟運というのが非常に

重要な役割を果たしていったということがわかり

ます。 
北上川舟運ですけれども、では、盛岡城下から
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石巻までどれぐらいかかっていたのかということ

ですが、盛岡から黒沢尻まで、船で行くと大体半

日ぐらいで行けた。さらに黒沢尻から今度ここは

藩境で、仙台藩領に入るわけですけれども、仙台

藩領を通って石巻まで行くまでには、大体 3 日、

4 日かかっていたというふうに言われています。 
逆に、石巻から、私たちは盛岡から石巻に流れ

ていく方向を強く意識するんですけれども、これ

は上ってくることもあるわけですね。そうすると、

上ってくるのには大体 10 日ぐらいかかっていた。

3 日で下るところを 10日かけて上ってくるわけで

す。黒沢尻から今度盛岡までは、これは 4 日間ぐ

らいかかっていたと言われています。 
当然、帆を立てたりして風も利用するんですけ

れども、そう都合よく風が吹くわけではありませ

んから、風がないときには人力でこれを引っ張っ

て船を持ってくるということになっていたという

ことです。 

史料の三を紹介したいと思うんですけれども、

史料の三はどういうものかというと、本誓寺とい

うお寺が、これは盛岡にあります。その本誓寺の

本堂を普請する。本堂をつくる際の入用の材木、

必要な材木をどうしていたかというと、仙台領に

おいて整えて、「北上川曳き登せ候に付」と、曳き

登らせたというふうに書いています。盛岡にある

本誓寺というお寺をつくる際に、仙台藩領から材

木をずうっと上げてきたわけです。どこに持って

きたかというと、先ほど紹介した新山舟橋です。

ここまでその材木を持ってきたということが史料

の三、「雑書」というのは、これは盛岡藩の家老席

の日記になるんですけれども、天明 7 年 5 月 13 日

条を見ますと、仙台領で材木を取り出して、それ

を北上川を通して盛岡の城下まで引き上げてきた

というのです。これは非常に大変だなと思うかも

しれませんけれども、では、盛岡藩領でそれだけ

の材木を切り取って、これを城下に陸路で運ぶの

と、水運を使って運ぶのと、どちらのほうが便利

かということを考えると、なかなか陸路で大きな

材木をいっぱい運ぶというのは大変なんですね。

それであれば、やはり水運、北上川、これを利用し

たほうが効率がよかった、というところもあると

いうことです。 
だから、私たちは、何となく北上川というのは

下るものだ、石巻のほうに流れていくと思うんで

すけれども、物が上ってくるということも多くあ

ったし、それから、陸路よりも水路を使ったほう

が便利だということも多くあった、その点は踏ま

える必要があるかなと思います。 

 
ちなみに、これが現在の新山舟橋があったとこ

ろにある石碑なんですが、今は明治橋という橋が

かかっているんですね。石碑が立っています。そ
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のすぐ近くには、盛岡藩の米蔵です。現在は、下町

史料館ということで、史料館として活用されてい

ますけれども、これが新山舟橋の近くに米蔵とし

てあったお蔵です。これが現在は史料館として有

効活用されていますよ、ということです。 

それから、これが明治橋です。その下のところ、

ここに石が積んであるんですけれども、ここがち

ょうど中島と言って、舟橋を渡していたという跡

になります。ちょっと私の写真では見づらいんで

すけれども、後でもっと見やすい写真を出してく

ださる方がいらっしゃいますので、そちらで見て

ほしいんですけれども、こういうふうな形で、現

在は跡を見ることができますよということです。

この中州のところ、先ほどの中島です。そこを通

していたというところが現在も見ることができま

すよということです。 
では、レジュメのほうで 3 のほうに進みます。

「自然の恵みを人びとにもたらす北上川」という

ことで、先ほどもご紹介しましたけれども、盛岡

藩の家老席日記というのが、「雑書」というのがあ

ります。これは明和 5 年のものなんですが、江戸

時代の最初のほうから、もう天保年間までずうっ

と毎日日記がつけられています。この「雑書」を読

んでいくと、盛岡藩の日記だからといって、政治

向きのことばっかりが書かれているわけではなく

て、実は庶民の生き生きとした姿、これも描かれ

ています。 
では、どういうふうなことが描かれているのか

ということなんですけれども、北上川と人々の関

係で見ていくと、川漁です。川で漁をする、この許

可を藩に求めている人々が多く出てきます。どん

なものがとれるかというと、サケ、それからマス、

アユです。これを人々は北上川の恵みとしてとっ

ていたということになります。 
それからもう一つ重要なのが、山で伐採した春

木ですね。これは薪になるものですけれども、こ

れを流して、集積させていたわけです。それを「春

木場」と言います。今でも地名として春木場とい

うふうに残っていますけれども、それの集まって

いる場所です。先ほどの新山舟橋のところにも、

雫石で伐採した春木が流されて集まる、そういう

場所でもあったんだと。それについては史料の四

のほうに載せておきましたので、後でごらんにな

っていただければいいかなと思うんですけれども、

一応線を引いてあるところだけ読みますが、「雫石

より御百姓共剪り出し、新山へ川下げ商売仕り候

五尺春木」、こういうふうにあって、雫石の山々か

ら切った春木、これを川で流していって、先ほど

の新山舟橋のところまで持ってきて、これを城下

の薪として利用したということなんです。 
ですから、北上川の恵み、これを人々が利用し

ていたということが、この「雑書」からもよくわか

ります。 
それから、単に恵みをもたらしてくれるから、

それでいいかというと、そうではなくて、それを

保つためには、人々は堆積物の除去、それから流

路の確保、これをしなければいけませんので、多

くの人々が労働力として駆り出されて、「川除」は

「カワヨケ」と読みますけれども、「川除普請」と
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いうことで、堆積したものを取り除いて、北上川

の流れ、これを使えるようにしていた。それには

多くの領民の力というものを使っていたというこ

とです。こういった努力があって、北上川という

ものを人々が使うことができたんですよ、という

ことです。 
では、次に、北上川の新山舟橋の周辺、そこはど

ういう場所だったのかということでお話をしてい

きます。単に物の行き来というだけではなくて、

慰みの場所であったり、霊を弔う場所として人々

に使われていたということを紹介したいと思いま

す。 
この写真は、ことしの「舟っこ流し」です。お盆の

盛岡の行事になります。先祖の霊を慰めるという

ことで、戒名など書かれたもの、あるいは御札な

どを、最初はこういうふうな形で船なんですけれ

ども、花火などが打ち上がったりして、流れてい

く、このお盆の行事があります。今回、私、行って

きたので、こうやって写真を撮ったんですけれど

も、こういった行事も、もともとは江戸時代に起

源を持っているということです。 
北上川については、史料の五を見ていただきた

いんですが、史料の五にどういうふうに書いてい

るかというと、「殿様・彦九郎様御慰みとして、北

上川御船にて御下り、今晩郡山御仮屋へ御一宿」、

こういうふうにあって、殿様が船下りを楽しんで

いると。盛岡の先ほどのところから下っていって、

郡山、今の紫波町、そこまで北上川で船に乗って

下って楽しんでいたということがここに書かれて

います。殿様にとっても、北上川川下りをすると

いうのは非常に楽しみの一つだったということが

これからわかると思います。 
それから、史料の六を見ますと、「新山落合明神」

というところ、お宮があったみたいなんですけれ

ども、そこの祭礼として神楽が執行されていて、

黒い線のところの 2 行目のところに「草取り角力」

と、これは一般の庶民たちが行った相撲なんです

けれども、これが「晴天十日興行」行われたという

ように、河原で人々が相撲をとったりしていたと

いうことがわかりますし、史料の七を見ますと、

「花火仕り候儀」とあって、人々は花火を楽しん

でいるんですね。 
この花火というのは、手持ちで細かくやるもの

ではなくて、その横のところに「新山川原」である

とか、「紙丁川原」であれば、これは広いので、花

火をしても火事にならないということで許可され

ていますので、「放ち花火」とありますので、これ

は打ち上げの花火です、これが行われていたとい

うこともわかります。 
このように、北上川というのは、単に物流の拠

点としてあったわけではなくて、そこの川原も含

めて、周辺地域も含めて見ていくと、非常に人々

の憩いの場になっていたということがわかります。 
今言った相撲であるとか花火だけではなくて、

人々が水浴びをしに行ったという記事もあります

し、それからレジュメのほうに書きましたが、「川

狩」とあって、川漁です、これをして楽しんでいる

様子も描かれていますので、そういった娯楽の場

でもあったということです。 
それから、先ほど紹介しました「舟っこ流し」と

いう盛岡のお盆の行事になります。この起源とい

うのは、実は盛岡藩の 5 代藩主である行信という

殿様がいるんですけれども、その人の娘さんで、

幕姫と、「お幕さん」という方がいます。このお幕

さんというお姫様が新山川原において施餓鬼供養
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――亡くなった人たちの供養――をするという行

事を行ったのが始まりだと言われています。 
その後、「舟っこ流し」のホームページには、川

を下っていったところに津志田というところがあ

るんですけれども、そこに遊廓が盛岡藩では置か

れていたんですけれども、そこの遊廓の女性たち

が、この船を使って下っていくときに船が転覆し

て亡くなってしまった。その霊を慰めるために現

在のような、こういうふうなものを流すようにな

ったんですよ、というふうに紹介されていますけ

れども、いずれにしても、亡くなった人たちの供

養をするということで、幕姫という方が施餓鬼供

養を新山川原でやり、それが今日のこういった「舟

っこ流し」にもつながっているということになり

ます。 
そのことがわかるのは、史料の八に載せておき

ました。これは安永 8 年の史料なんですけれども、

新山川原において大施餓鬼の興行があるというこ

とです。「国家安全・五穀成就御祈祷」と、それか

ら「亡霊の回向」、亡くなった人たちの供養のため、

さらには「魑魅魍魎・疫病」を打ち消すということ

で、この新山川原のところで供養、祈祷が行われ

ていた。それが光源院様――これが幕姫のことな

んですけれども――から始まって、新山川原にお

いて行われていた、それが始まりですよというこ

とが書かれています。 
このように、北上川の、先ほど舟運の拠点です

よといった新山舟橋は、その周辺も含めて、川原

も含めて、人々にとっては非常に重要な場所であ

り、それから人々が集う場所だったということが、

この史料などからもわかってもらえるかなと思い

ます。 
ちなみに、施餓鬼供養を始めたお幕さんのお墓

というのがこれなんです。そのお墓があるのが大

慈寺なんです。盛岡の大慈寺というお寺がありま

す。原敬さんのお墓がある場所です。盛岡の人た

ちに大慈寺というと、覚えていてもらっているか

なと思いますけれども、そこだということです。

ですので、舟っこ流しのときには、この大慈寺が

重要な役割を果たすことになるんだということで

す。 

こうした北上川なんですけれども、人命をも奪

う驚異的な力を持つところももちろんあるわけで

す。今まで人々に恵みをもたらす部分、あるいは

憩いの場だということを説明しましたけれども、

それだけではなくて、危険を与える、そういうと

ころでもあったんだと。 

これが江戸時代の最初のころなんですけれども、

北上川というのが流れてきて、お城にぶつかって

流れていくという形をとっていたんです。盛岡城

ができたころ、こういうふうな形をとっていた。   

そうすると、先ほども言ったように、お城づくり

の際に、北上川が洪水すると、常に石垣が破損す

ることになる。そこで、盛岡藩では、困ったという

ことで、この北上川の流れを大きく変えることに

なります。その際、幕府に申請するわけですね。お

城とか、川とか、大きく普請をする場合には、必ず

幕府に許可申請しないといけないんですけれども、
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その許可を願い出て、幕府のほうからこういうふ

うにやりなさいよという文書、それがこれになり

ます。 

 
ここに、「古川」、「新川」と出てくるんですけれ

ども、古川というのが、まさにこの流れなんです。

このお城に当たる北上川を直した川の流れのこと

を新川と言うようになります。 

で、新川はどうなったかということなんですけ

れども、これは元文年間、江戸時代の中期ぐらい

の盛岡城下の地図になりますが、もともとはこう

北上川が流れていて、こうしてお城にぶつかって

合流していたわけです。先ほどのここ、お城にぶ

つかってしていたわけなんですが、これを直線に

したわけです。お城にぶつからないように、こう

いうふうな流れにしたということです。それの許

可を幕府に求めて、幕府からは認められた。です

ので、こちらが古川と呼ばれるものになります。

こちらが新川です。新しい川の流れという形にな

る。かなり大規模な工事が行われて、河川の流れ

が変わったんだということです。 
具体的にどういうふうに変わったか。今の盛岡

の町並みと照らして見ていきたいんですけれども、

盛岡駅がこちらです。ここに開運橋があって、渡

っていって大通りに抜けていくほうなんですが、

ですから、こちらは岩手山が見えますので、北側

のほうになるんですけれども、こっちから流れて

くるわけです。北上川の流れがこうあって、現在

は開運橋を南のほうにどんどんと真っ直ぐ流れて

いくという形なんです。これが新川なんです。 
それに対して、では、古川はどう流れていたか

というと、大体開運橋の手前あたりから徐々に曲

がっていって、ちょうど現在の大通りのほうに向

かって川は流れていっていました。向こうのほう

からこうやってきた川はちょうどここで曲がるん

です。 

ですので、ここは盛岡市内の映画館通りなんで

すけれども、こっちのほうが古い北上川が流れて

いた場所になります。ですから、徐々にこう土地
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が上がっていっていますよね。こっちが下がって

いるわけです。これは北上川が本来こっちを流れ

ていたので、盛岡の地形というのはこういうふう

に下っていくんです。こっちが県庁のある中央通

りになりますけれども、それに対して大通りは下

がっているわけです。 

ちょうど流れてきた川が、これが盛岡城になる

んですが、ここでぶつかってこういうふうに流れ

ていっていたということになります。この流れで

は石垣に被害を与えるということで、先ほどのよ

うに、直線の、お城に当たらないような形に流れ

を変えていったということになります。 
ここが北上川、雫石川、そして中津川、合流地点

のところの写真ということになりますけれども、 

そこには「杉土手」と呼ばれるものが築かれたん

です。3 つの川が合流するということで、護岸する

ために杉土手というものが築かれたということに

なります。 
このように、北上川の流れ、先ほどお見せした

ように、本来はお城にぶつかっていたんですけれ

ども、それを真っ直ぐな形に変えた、こういうこ

とをしたんですよということです。 

それから、北上川についてですけれども、レジ

ュメのほうに記しておきましたが、物流と交流の

場だと、先ほどお話をしてきましたけれども、北

上川は非常に危険を伴う場所でもあったというこ

とです。 
先ほど紹介した「雑書」を見ていくと、新山舟橋

で足を踏み外して溺死する人、結構出てくるんで

す。やはり舟橋ですから、船を鎖でつないで、その

上に板を張って往来するわけですけれども、これ

は非常に不安定ですから、足を踏み外して亡くな

る人というのは結構出てくるわけです。 
それから、北上川について言うと、そこに挙げ

ておきましたが、「雑書」の享和 3 年 3 月 7 日の記

事を見ますと、人馬が乗船しているんですね。船

に人馬がともに乗っている。どのぐらいの数かと

いうと、そこに書いたように、19 人の人間と、そ

れから 19 頭の馬が乗っていたというのです。非常

に混み合っている。船頭の怠慢で、この船が沈没

してしまったわけです。 
これはどこの記事かというと、花巻のほうなの

です。盛岡のほうの北上川というのは、それほど

深さはありませんから、これだけ運ぶことはでき

ませんけれども、皆さん、岩手県県南のほうに行

くと、北上川の流れというのは非常に大きくて深

くなりますね。特に花巻以南になると、船も大き

な船、これで物を運ぶようになります。黒沢尻の

ところから南のほうは川幅も広くなりますし、深

さも増しますので、盛岡から北上の黒沢尻、ここ

までは川幅もそれほど大きくないですし、深さも

十分ではありませんから小型の船で、その後は大

型の船を通すことができる。そういうことで、人

馬乗船したときに 19 人、19 頭、これぐらいが乗

っていたんだけれども、船頭の怠慢で沈没してし

まって亡くなってしまったということで、この船

頭がとがめられている記事が載っています。 
それから、もう一つおもしろい記事が、「雑書」
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の寛政元年（1789 年）の 8 月晦日条に、今の紫波

町、盛岡の南に紫波町がありますけれども、そこ

に万龍寺（幡龍寺）というお寺があるんです。最

初、もともとは、レジュメに書いてあるように、

「万龍寺」と書いていたわけですが、洪水で非常

に迷惑をしたということで、この「万」という字を

「幡」に変えて「幡龍寺」と。「万龍寺」、たくさん

の龍がいる、雨をもたらすということで、お寺が

それを嫌がったわけです。ですから、「幡龍寺」と

いうふうにお寺の名前を変えたということが書か

れています。 
それから、史料編のほうをちょっと見ていただ

きたいんですけれども、9 ページです。先ほどは川

幅の広い花巻の事例を挙げましたけれども、先ほ

ども紹介しましたけれども、この「新山舟渡」、こ

れは「舟橋」のときもあれば、「舟渡」のときもあ

るんです。洪水で流されたりして、そうしたとき

には「舟渡」になるんですけれども、そのときの記

事です。史料の九ですが、線のところだけ読みま

すけれども、「今日新山舟渡込み合い、一艘に四拾

人程乗り申し候処」と、すごい人数が乗っている

わけですね。そうしたところ「舟込み合い候て」、

明らかに定員オーバーだというのがわかりますよ

ね、40 人ですからね。込み合って、「飯岡通久保田

村治右衛門娘」である菊さん、年 19 歳の人と、そ

れから「同所羽々村三太郎子太郎」年 9 歳と、合

わせて 2 人が入水してしまったと。それで、結局

菊さんは何とか見つけ出されたんですけれども、

もう既に亡くなっていて、太郎の死骸というのは

見出すことができなかったと。 
北上川を渡る、何となくと私たち、現在はもう

明治橋、近代の橋がありますから、さーっと通っ

てしまうわけですけれども、実はそうやって船で

渡る、あるいは舟橋がかかっているときでも非常

に危険を伴うところでもあったということは紹介

をしておきたいと思います。 

それから史料の一〇ですけれども、これは溺死

者が多いと、他の聞こえもいかがわしく候と、一

番最後、黒線で引っ張っているんですけれども、

そこの最後のところで、「溺死等もこれ有る様相聞

え候えては、他聞もいかがわしく候条」と、盛岡の

殿様も、ここで亡くなる人があまりいるのでは、

ほかの聞こえもよくないということで、何とかし

ろということで対策を講じたりもしているという

ことです。 
ちなみに、この舟橋についてなんですけれども、

洪水があった際に、これは鎖でつないでいるわけ

ですね、両岸を鎖でつないで船を並べて板を置い

ているわけですけれども、洪水だと、この鎖が切

れて、これが流れるわけです。そうすると、川の守

り番の人たちが一生懸命船が流れないようにとい

うことで、大慌てで動き出すわけです。 
しかしながら、間に合わなくて、流れる場合も

あるんですが、史料の一一を見てほしいんですけ

れども、これはすごい頑張ったので褒美でお金を

もらっているんですが、「殊に新山橋舟――橋とし

て使っていた舟が――仙台領まで流れ参り候舟、

右の者共働きを以て貰い引き戻し候」、これもやっ

ぱり仙台領のほうから引き上げてきたわけです。 

だから、非常に大変ですよね。こうやって上げて

きたということですから、それで褒美をもらって

いる。そうやってこの舟橋というのは維持管理さ

れていたということを紹介しておきたいと思いま

す。 
では、最後にレジュメのほうに戻りまして、「人

と自然との関係」ということで、「共生」という言

葉、これを考えてみたいと思うんですが、今、これ

まで話してきた内容で、北上川というのは人に恵

みをもたらすところが非常に大きいということを

話してきたんですけれども、一方、最後のところ

で、北上川というのは自然のものですから、人の

力が及ばない、驚異的な力を発揮して人の命を奪
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うこともあるわけです。 
こういった北上川や自然をどう考えるかという

ことで、私が東日本大震災を経て考えたこと、と

いうことでちょっとまとめたのです。それは私、

南部馬のことも研究していまして、その本の中に

書いたんですが、「生命を育みまた奪いもする自然

環境」ということを東日本大震災で強く私自身意

識をした。そうした「自然と人間と動物との『共

生』の姿というのは、単にプラスの関係やマイナ

スの関係ではなく、そうした関係をも含めた複雑

な関係性の総体であるとの認識を一層深めること

にもなった」と。 
何でそういうふうに考えるようになったか。何

となく『共生』というと、プラスの関係というとこ

ろで描くところが多かった、あるいは人間と自然

でマイナスの部分を強調されることもあったりす

る。しかしながら、このプラスとマイナスの関係

というものを、総体化したところ、それがまさに

『共生』だろうというふうに考えている。それは

東日本大震災のときに、津波で何もかも失った人

が、私はその後、沿岸のほうで被災した文化財の

レスキューなどに行ったときに、やはり海なんか

のそばには住みたくないということを言われる方

は結構いたんですね。 
しかしながら、3 年後とかに行くと、地域のお祭

りとか、あるいは私、被災した石碑などの調査に

行ったときにも、1 年後に行って配慮したつもり

なんですけれども、そんなものよりも生活だろう、

というふうに言われたりもしたんですが、3 年後

にその地域に行ったら、その方々が立派に石碑を

建て直していたんです。そういった文化とかを大

事にすることは大事なんですが、海に戻りたいと

いう方も出てくるわけです。そういった、確かに

自然というのは厳しい驚異的な力を発揮して命も

奪う、生命、財産を奪うわけですけれども、しか

し、そうであることを知りながらも、それととも

にいたいということで海に戻っていく。 
北上川も同様で、これは流域の人々のつき合い

ですから、川からの恵みだけではなくて、当然驚

異的な力によって人命も奪われるわけですが、む

しろそうだからこそ、北上川と江戸時代の人々と

いうのは非常に一体として地域にあったというこ

とが言えるのではないかなと思います。そういう

意味で、『共生』という言葉を使っていきたいなと

考えています。 
では、これで私の発表は終わりたいと思います。

ご清聴ありがとうございました。（拍手） 
 
 
 

 

 
 
 
 
兼平賢治 氏 （盛岡市出身） 

岩手大学大学院・東北大学博士課程終了 
東海大学文学部 講師 
地方史研究協議会常任委員 
遠野市史編纂委員会委員等 

著書：馬と人の江戸時代 
（歴史文化ライブラリー） 
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きょうは、盛岡のほうへご招待いいただきまして、

本当にありがとうございました。 
先ほどからお二人のお話をいろいろお聞きして

いて、何か富山とよく似ているな、歴史がほとん

ど一緒のような感じを受けました。富山城は神通

川、こちらで言う北上川と中津川に当たりますけ

れども、本当のまちの中心を流れているわけです

が、その川を外堀にして富山城が築かれまして、

その神通川がなかったら、富山のまちが、多分今

の場所にできていないんじゃないかと思って、こ

ちらの盛岡城が築かれた歴史と本当に一緒だなと

思ってお聞きしていました。 
きょうは、盛岡のほうに水辺を、川を生かして

舟運を復活できないだろうかということでご相談

いただきまして、やあ、それはすばらしいなあと

いうことで、私が体験したことを参考にして、そ

のきっかけになっていただけたらうれしいなと思

って参ったわけです。 
まず、私の簡単な生い立ちがちょっと影響して

いまして、私が生まれたときは、太平洋戦争の末

期だったのです。1944 年に生まれまして、翌年、

まだ 11 カ月ぐらいだったんですが、Ｂ29 が 140
機近く飛来しまして、猛爆撃を受けて、まちの

99.7％が壊滅しました。亡くなった人だけでも

3,000 人を超える。日本の各地で空襲があったんで

すけれども、その空襲の中でも最も大きな被害に

遭ってしまったんですね。 
私は母親に背負われて、松川の笹舟に避難しま

して、本当に奇跡的に助かったわけですけれども、 

 
そういったことがもしかして何か自分に影響を与

えたのかな、とも思っております。 

これが今現在の富山の中心の松川の風景でご

ざいます。展望台がありますけれども、あれが富

山市の庁舎でして、その下を流れているのが松川

でございます。現在の様子でして、遊覧船が、こと

しでちょうど 30 周年になるわけですけれども、そ

のちょうど春のにぎわいを写し取ったものでござ

います。 
私、空襲に遭ったために、富山から隣町に疎開

したわけです。隣町が立山町といいまして、東洋

のスイスとも言われる北アルプスの 3,000ｍ級の

山間の立山連峰の麓にあるまちですけれども、そ

こで育ちました。そこは山の麓ですので、立山の

雪解けの水が流れている、そういう場所で、家の

前にも後ろにも小川が流れていまして、泳いだり、

釣りをしたり、そういった子ども時代を過ごしま

した。 
これが富山から見た立山連峰です。3,000ｍ級

の山が連なっています。北アルプスといっていま

すけれども、こういったところは全国的にもない

んだそうです。富山市から 40 ㎞から 50 ㎞のとこ

ろにこの山があります。富山市の中心部から富山

基調講演③ 

「富山市における水辺復活への想い」 
    富山観光遊覧船株式会社 代表取締役     

    水の都とやま推進協議会  理事長    中村孝一 氏 
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湾までは 10 ㎞ほどで、すぐ海が迫っています。標

高 3,000ｍから、海の深さが 1,000ｍぐらいござい

ますので、落差が 4,000ｍほどの地形になっており

ます。 

 これが昔の松川の姿なんですけれども、私も大

人になってから富山のまちに戻ってきて、この姿

を見て驚いたんです。あんなに美しかった松川が

こうなって、もう魚もすめないぐらい、水もごら

んのようにほとんどないんですね。どぶ臭で臭く

て、近寄れないくらいになっていました。メタン

ガスも発生していますし、先ほどもお話ありまし

たように、川にコンクリートでふたをして駐車場

にしようとか、経済界からそういった動きが出て、

これは大変なことになるぞと思ったんですね。川

は、そこに住む人の心を映し出すんじゃないか、

私たちは一体何ていうことをしているんだという

ことで、ちょっとこれは黙っておれないぞという

ことになってきました。 
私は少年時代、ボーイスカウトという世界的な

団体に所属していたんです。その狙いは、心豊か

な人を育てるという、キャンプとかもやるんです

が、最終的目標は世界の人たちが心豊かに、そう

いうことを目的にしていた団体なんですが、その

時代というのは、高度経済成長に向かって真った

だ中でしたから、心よりは経済優先、もうければ

いいんだ、そういう物質優先の社会になっていた

のです。これは大変だということで、精神面と物

質面がバランスよく成長しないと、人間はだめに

なる、人類も滅びるということで、私たちの心を

よくするためには、雑誌が一番有効じゃないかと

思いまして、月刊誌を発行しました。それが 1977
年。題名は「グッドラックマガジン」、現在は「グ

ッドラックとやま」という名称にしておりますけ

れども、何とか心の豊かな社会にしていこう、そ

うすれば、川もきっと美しくなるという信念のも

とに、1977 年の創刊ですので、ことしでちょうど

40 周年になります。 

そして、市民のご意見を聞くのに座談会をたびた

び開きました。そうすると、友達が東京とか県外

から遊びに来ても、富山の中心部で連れていくと

ころがないという意見が多かったんですね。私も、

その市民の方々のご意見を聞いていて、そういえ

ば、小学校 5 年ぐらいのときに、お隣の兼六園へ

遠足で行って、園内がとにかく自然がいっぱいで、

小川が流れて、滝が落ちて、池があって、そこをガ

イドさんが旗を持って、後ろに観光客をいっぱい

引き連れて誇らしげにガイドしているわけです。

それを見て、私たちにも富山城址公園というのが

あるわけです。こちらと一緒ですね。ところが、そ

こにはほとんど観光客が当時は来ていなかったん

です。それがオーバーラップして、ものすごい悔

しい思いをしていたのを思い出したんです。あ、
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この市民の皆さんも私と同じ思いなんだ、悔しい

思いをしている。やっぱり市民が、友達が遊びに

来て連れていくところがないなんて、恥ずかしい

ことだということで、これは富山の市民にとって

最大の課題なんじゃないかということで、行政に

そのことを働きかけます。 
仲良くしていた担当課の課長ですとか部長さ

んにこの問題を提起すると、「いやあ、民間の人が

そう思われるんだったら、何か考えてください」

と逆提案されまして、「えーっ」と思ったんですけ

れども、ここは絶対これはやらねばならない大事

な仕事だと思いまして、歴史を調べてみました。 
そうしたら、本当に先ほどの盛岡の場合と一緒

なんですけれども、神通川は湾曲して流れていま

して、それを外堀に富山城を築き、城下町が発展

してきた。ところが、毎年のように洪水が起こる。

やっぱり同じように、神通川のバイパスをつくっ

たんですね。明治の中頃、西暦で 1903 年のことで

す。2 年かけまして、国の事業として、直線化しま

す。残ったところを中州のほうを埋め立てて、現

在残ったのが松川です。その松川になる前の神通

川の歴史も、やっぱり船橋がかけられていまして、

今も船橋という地名が残って、船橋のデザインを

した橋もかけられていますけれども、これがバイ

パスをつくって、真っ直ぐにした図です。 

残った松川の川幅は、約 20ｍぐらいあります。

護岸の上のほうです。斜めになっていますので、

水面で約 10ｍ前後ございます。 
子どものころに、ベニスのゴンドラが光ってい

る風景を見て、すごいとりこになったことがある

んですね。結構子どものころからロマンチックだ

ったんです。その絵画を見ていて、うちにも水辺、

松川が流れているのに、こんなところがあったら

どんなにロマンチックだろうと、それこそ男女の

デートコースになって、恋も芽生えるんじゃない

かということで、これは写真ですけれども、当時、

絵画を見まして、すっかりほれ込んでじいっと見

ていたら、窓には夕日が差しているという、本当

にロマンチストだったんです。 

 
編集部が富山城のすぐ近くにありますので、松

川へよく散歩に、行きました。すると、目の前を

「笹舟」――小さい船なんですが、神通川でサケ

とかアユ、マスをとるための船を使って、船頭さ
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んが、小さいお子さんを連れて、ちょうど目の前

を通ったんです。 

ベニスのような、ロマンチックな松川にしたい、

そのためには船が要ると思っていたときに、この

船が通ったんです。全く偶然ですね。で、思わず

「船頭さん、乗せてもらえませんか～」と言った

んです。知らない漁師さんです。そしたら、2 人、

お孫さんを乗せているから「だめ」と言われるか

と思っていたんですが、「いいよ」と言われまして、

乗せていただいて、見たんですわ。 
松川の笹舟に、子どものころ、母親に背負われ

て乗っていたんでしょうけれども、全然記憶がな

いですし、その後は、もう橋の上から、土手から見

ていただけですので、船から見上げた松川の……。

時期が、新緑からちょっと緑が濃くなる 5 月末か

ら 6 月にかけて、こんなに自然がいっぱいのとこ

ろだということにびっくりしたんですね。写真に

も感じられますね。松川というのは、川幅が狭い

んだけど、もともと神通川、これは船橋がかかっ

ていたころは川幅が約 300ｍ近くありまして、船

が 64 艘つながれておりました。現在、直線化して

からの川幅は 500ｍもある。 
それを、水面で 10ｍ、路肩のところで 20ｍし

かない川に縮めましたから、15 分の 1 ぐらいでし

ょうか。そうすると、昔の神通川時代の土手が生

かされているというか、普通、こんな小さな川で

すと、土手がこんなに高くないんですね。約 3ｍ近

くあります。そうすると、船に乗って行き交うと、

全く別世界なんですね。まるで屋根のない地下に

おりたような感じで、横を車が通るんですけれど

も、車はみえなくなります。騒音もぐっと聞こえ

なくなりますね。そういう別世界なんだと気づい

て、あ、これは、もしかして“東洋のベニス”を目

指せるのではないかと。 
ベニスが、言ってみれば、潟を埋め立ててでき

たまちですけれども、富山は神通川を埋め立てて

できたまちなんだから、現在、市の庁舎も県庁も

県民会館とか、県警本部までありますけれども、

そういったオフィス街全部かつての神通川を埋め

立てて建っています。本当に富山の中心です。で

すから、もとの市長は、ロケーションから、「松川

は富山のセーヌ河である」ということを強くおっ

しゃったような方なんですけれども、私もその後、

機会があって見ましたけれども、セーヌ河は川幅

は 3 倍ぐらいあるかと思うんですけれども、雰囲

気が似ています。パリの中心を流れています。松

川も富山の中心を流れているので、そういうロケ

ーションをおっしゃったんだと思いますが、本当

に不思議な感じで、今、市の庁舎が建っている、そ

の形も、セーヌ河の横にノートルダム寺院という

のが建っている、あのデザインに非常に似た雰囲

気で建っているという感じです。そして、これは

“東洋のベニ”スを目指そうということで、本格

的に取り組むことにいたしました。 
それで、県や市のほうにも働きかけまして、河

川課ですとか土木センター、それから観光関係、

それから城址公園は富山市が管理していますので、

富山市にも働きかけて、みんなに集まっていただ

いて、“東洋のベニス”を目指しましょう、富山は

水の都として歴史を持っているんですから、と言

いましたら、みんなもやっぱり富山に名所がない

ということで悔しい思いをしておられまして、「や

ろう」ということになったんですね。 
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それで、せっかくやるんだったら、皆さんに知

ってもらおうということで、試乗会を開催しまし

て、そのときに、フランスのパリから、フランソワ

ーズ・モレシャンという方が日本に来ておられま

して、ファッションコーディネーターという肩書

で、結構タレント性も持っておられて、私どもの

雑誌で女性セミナーというイベントを毎年やって

いたこともあって、それに来ていただいたときに

試乗会で乗っていただきました。 

そうすると、モレシャンもびっくりして、こん

なところが日本にあるんですねと。私、そっと聞

いてみました。「モレシャンも世界中をいろいろ見

ているでしょうけれども、ベニスと比べてどうで

すか」と恐る恐る聞いてみました。すると、モレシ

ャンも、「ベニスよりも自然がいっぱいで、松川の

ほうが美しいですよ」と言ってくれたんです。別

に賄賂は与えていないですよ。びっくりしまして、

「本当？ モレシャンも外交辞令がうまいね」と

言ったら、真顔で「とんでもない、私は本当のこと

を言っているんです」と。「それじゃどこがいいん

ですか」と聞いたら、「ベニスには自然がほとんど

ないんですけど、松川は緑がいっぱい。まるで森

の中」。 
富山市は、現在、人口 42 万の中核市。こんな

大きいまちのど真ん中を、美しい小川が流れ、緑

がトンネルのように覆い尽くしている。その自然

も、モレシャンが乗ったときは 8 月で、緑だけな

んですけれども、ほとんど桜なんですね。桜の並

木が 500 本近くあります。「日本の桜名所百選」に

選ばれていますので、桜のトンネルをつくり出し

て、桜のシーズンのほうがもっとよかったんでし

ょうけれども、花びらは一枚もありません。緑だ

けです。それをモレシャンは褒めてくれたんです

ね。これは可能性があるんじゃないかと、ちょっ

と自信を持ち始めて、では本格的にやろうという

ことで話を進めていきました。 
そして、遊覧船の会社をつくりまして、私、た

またまこういう出版業をやっていて、いろいろ富

山の経済界の代表の方とも仲良くしていましたか

ら、会社をつくりましょうということで、鉄道会

社もあれば、ガス会社もあれば、船会社もあれば、

誰かに社長になってもらおうと思っていたんだけ

れども、情熱ある人がやらないと成功しないと言

われまして、当時若かったし、今も若いつもりで

すけれども、当時、本当にまだ 40 を超えたばかり

でしたから、大丈夫かなと。本業が出版業ですか

ら。でも、「君が言い出したんだから、君がやらな

かったら誰がやるんだ。情熱を持った者がやらな

かったら、この事業は絶対成功しない。」とおっし

ゃるんで、「じゃ、やりましょう」ということでス

タートすることにしました。 
資本金 1,000 万円の会社をつくって、定員 10

名の笹舟を５隻つくり、正式の許可を取るために、

県の河川課長にお願いに行ったんですね。 
30 年前ですから、川を生かして観光名所をつく

ろうなどという発想は県にはありません。治水だ

けです。河川課長の前へ行って、「お願いします」

と頭をさげると、「ばかやろう」と言って怒鳴りつ

けられて、「おまえ、川を壊すのか」と言われて、

びっくり。回転椅子を、ぐるっとまわし、背中を私

たちに向けて、うんともすんとも言わないんです。

もう黙り込んでしまった。えーっ、「だって河川課

の係長も、土木センターの担当者もオーケーして

くださったのに、今になってできないとはどうい
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うことですか」。それでも、うんともすんとも言わ

ない。課長の背中がすべてを物語っているんです

ね。仕方なく、そのときは帰りました。 
しかし、ここで諦めるわけにいきません。もう

船は注文してあり、1,000 万円の資本金も経済界か

ら集めています。今、引き下がったら大変なこと

になります。何度も足を運んで、とうとう河川課

長が出した条件は、「それでは、毎日、遊覧船の運

航が終わったら、レッカーを持ってきて船を陸上

に揚げろ」と。えーっ、船事業そのものが採算合う

かどうか分からないといっているのに、そんなこ

とをしたら、赤字になるのはめに見えています。

ただでさえ難しい事業なのに、そんなことをして

いたら、とてもなりたちません。私たちも一歩も

引けませんので、頑張りました。 
とうとう、河川課長が出してきた譲歩案が、春

になって、遊覧船事業をやるときに船を入れて、

冬になったら船を揚げなさい、と。 
その案も採算合わないと思って反対したんだ

けども、結局、権力を持った者にはさからえず、泣

く泣く妥協したんですね。とにかく県の許可が出

ないことには正式にスタートできませんので。 
そして、確約書を交わし、1988 年４月にスター

トしました。桜が満開で、美しい景色ですけれど

も、これはちょうど花びらが散り始めたころに、

風が入り江になったところに花びらを吹き寄せ、

まさにじゅうたんのようになって、そこを「滝廉

太郎丸」が横切っていくところです。富山城は滝

廉太郎が少年時代過ごしたことで、「荒城の月」の

モデルになったといわれていますが、「はるこうろ

うのはなのえん、めぐるさかずきかげさして」の

名曲が聞こえてきそうですね。 
当時の新聞です。 
しかし、案の定、事業としてはむずかしく、赤

字です。社長なんて名前だけで、一円も報酬は出

ません。ボランティアです。県や市の補助も、一円

もありません。補助があるどころか、驚いたのは、

船頭をお願いした漁師さんが、河川課へ行って耳

に耳にしたんだそうですが、「松川に民間で遊覧船

を運行することになったので、これから松川はき

れいになる」、って喜んでたっていうのです。びっ

くりしましたね。河川課はほんらい松川を美しく

する責任があるのに、その責任を放棄してしまっ

たのです。 
ところが、やっていって、恐れていたことが起

きました。もともと水量が少なくて、ところどこ

ろヘドロが顔を出している。そこへ船が乗り上げ

てしまうんですね。乗り上げたら動けません。す

ると、乗っている観光客が、私たちどうなるんだ

ろうと不安げな顔、船頭さんは船からおりて、船

を押して脱出して、また船に乗って。これでは、船

頭さんもかわいそうだし、観光と言えない。県の

河川課に浚渫をお願いすると、「松川を浚渫すると

なると、県内の 350 ある川を全部しなければなら

なくなる」とことわられてしまった。松川だけを

することはできない、ということらしいですね。

そこで自分たちで、浚渫にかかることにしました。

これは最初のころですけれども、この後、船頭に

声をかけて、皆でどんどん浚渫しました。 
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ところが、本業が土方業でないことをやるわけ

ですから、腰を痛めまして、一歩も歩けなくなる。

接骨院あるいは鍼治療をしたり、どんどん悪くな

っていきます。ほんの 2 カ月ほどで歩けなくなっ

てしまいました。鍼の先生が真っ青になって、自

分の責任でこの人が歩けなくなったら大変だとい

うことで、整形外科へ紹介されて、行きまして、精

密検査をしたら、「あんた、何しとったんか。一生

歩けんようになるよ」と言われた。緊急手術をせ

なあかんということになって、おかげさまで、こ

うして歩けるようになったんですけれども、そん

なこともありました。 
それから、浚渫をしなければならないというこ

とはわかったんですけれども、実は県のほうにそ

れを働きかけていたんですね、最初から。だけど、

この川を浚渫するときは、富山県内に 350 前後の

川があるそうですが、その川を全部浚渫しなけれ

ばならないとおっしゃって、えーっ……。行政の

お仕事は、全く民間はわかりませんから、こちら

にしたら、県庁も市役所も富山城もある、その横

を流れている川だから、治水だけじゃなくて、多

少は環境も考えられて、浚渫ぐらいされてもいい

んじゃないかと思ったんだけれども、そういうこ

とをやるときは、県下中の川を全部浚渫せないか

んと言われて、はあー、ということで、まあやった

わけですけどね。 
で、年末に、土木センターの所長さんに挨拶に

行きました。そして、こういうことがあったんで

すよと報告しましたら、びっくりされて、所長さ

んは私たちが浚渫していたことを知らなかったら

しくて、担当の課長とか、当時だと班長とか主任、

係長、そういう方々は知っておられたんだけれど

も、「本来は県がやらにゃいかん観光事業を民間に

こうしてやっていただいて、しかも採算も合わな

いことを、ましてや松川の浚渫までやって、そう

いう目に遭われたんですか。申しわけなかった」

と言って頭を下げられたんですね。この人、偉い

と思いましたね。当時の行政マンでそういう態度

をとれる人はまずいなかったですから。 
その人は「申しわけなかった」と言って、何と予

算をとってブルドーザーを入れてくれたんです。 

見てください、皆さん。これは実は信じられな

い光景なんです。こういうことは絶対できないと、

当時の県の河川課は言っていましたから。ここま

でやったんです。ついに松川にブルドーザーが入

り、本格的な浚渫が始まったのです。おかげで松

川がどんどんきれいになっていきました。 
そして、当時、中沖知事が、水辺を非常に評価

をしておられ、平成元年（1989 年）、アメリカのテ

キサス州のサンアントニオを視察され、大変感動

されて、私にも行ってくるように言われたんです

ね。そこは何と松川と同じようなヒューマンスケ

ールな川がまちの中心を流れていて、湾曲してい

たところをバイパスをつくって直線化したという、

全く松川と同じ川で、湾曲していた距離まで一緒

なんです。1.2 ㎞あるんですけれども、松川も遊覧

船が運航している距離は 1.2 ㎞。しかし、松川と

違って、ものすごく護岸の環境整備がされていて、

「いや中村君、すばらしかった。だから、中村君も

見てきなさい」と言われたんだけれども、お金は

出すと言わないんですね。ただ「見てきなさい」。 
だって、しがない出版社の編集長、お金がない

ですから、そう簡単に行けないです。毎日仕事で

飛び回っているわけで、時間もないし、お金もな

いし、結局、行けたのは 9 年ぐらい後でしたかね。
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やっと行けました。知事は特に飲食をやれる船に

感動されていて、「飲食のできる船を考えなさい」

と言われましてね、お金は出さないけど、課題だ

けは大きいです。（笑） 
そのころになると、やっと海外に行く余裕が出

て、よし、これはやる以上、徹底してやろうという

のが私の性格ですので、世界中のモデルになりそ

うなところを駆け回りました。 

 

パリのセーヌ河はもちろんのこと、これはノー

トルダム寺院ですけれども、今の富山市の庁舎と

同じような高さの展望塔が建っています。隣がス

ウェーデン。この写真にないですが、デンマーク

のコペンハーゲンなど、いろんなところに行きま

した。これがブルージュ、ベルギーですね。これ

は、こういう川がまち中を流れていることは最初、

知らなかったんです、で、そこを見てきた方が「松

川とそっくりだったよ」と言われたんです。こっ

ちは知らなくて恥ずかしかったんですけど。じゃ、

ここも見てこようと。川幅はやっぱり狭くて、ヒ

ューマンスケールで、松川とよく似ていました。 
それから、大きい船も研究しようと、ミシシッ

ピ川の蒸気船、外輪船も見てきました。その研究

結果が、最初につくったこの船です。これは、富山

で滝廉太郎が少年時代に育ったということで、滝

廉太郎の名前をつけた 2 番目の船だったこともあ

り、「滝廉太郎Ⅱ世号」とつけました。これは世界

中で研究した結果の船です。定員 72 名で、知事の

要望である飲食ができるように、4 人がけ、12 の

テーブルを設けました。 
手前は階段状のカフェテラスになっています。

松川は川幅が狭いのに、「どうやってこの大きな船

がＵターンしてこれるんですか？」と聞かれるん

ですけれども、実は世界でも珍しく、多分、松川の

この船だけかもしれませんが、双頭船になってい

ます。船首が両方にあって、エンジンも両方につ

けております。それで、Ｕターンをしないでこの

1.2 ㎞を往復できるような、そういうスタイルにな

っております。 
次に、乗り場です。松川茶屋。最初はプレハブ

式の簡単なチケット売り場でした。というのは、

富山城の公園ですので、建物を建てさせてくれな

いんですね。公園緑地課という厳しい課がありま

して、公園の中に一切新しく物を建ててはいけな

い。春になったら、プレハブの 2 坪ほどのものを

レッカーでおろして、シーズンが終わったらまた
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積んでいくという繰り返しです。船頭たちも、こ

の事業は一体続くんだろうか、自分たちの拠点が

ないわけですから、毎年移動するという、これで

はだめだと、不安があっては、本気で船頭たちも

事業に参加できないだろう、ということで、5 年が

かりで市にお願いしまして、やっとこの松川茶屋

を、松川遊覧船の駅舎として建てれたんですね。

ですから、観光施設もあれば、飲食施設もありま

す。チケット売り場だけではありません。トイレ

もあります。プレハブのときはトイレさえなかっ

たんです。それで、待合もできれば、駅機能を持っ

たものを松川の横につくらせていただくことがで

きたんですね。 
それから、サンアントニオへ知事の要請で行っ

て、驚いたんですけど、サンアントニオ市から、我

が富山市に、同じようにヒューマンスケールな川

がまち中を流れているということで、我が富山市

に国際局長さんが来訪され、シスターシティ、姉

妹都市の縁を結びたいと言ってこられていたこと

がわかったんですね。 

当時、市長さんが入院しておられ、助役さんが

代わって対応されていたわけですけれども、私た

ち民間も、遊覧船会社同士で提携する話が進みま

して、友好提携しました。この写真は 3 回目に訪

問したときのものです。向こうの社長さんは、女

性なんです。男女関係なく向こうは活躍しておら

れるなと思っていました。 
次に、ちょっと時間が少なくなってきましたが、

松川べりで、それまでイベントをやっていたんで

すけれども、サンアントニオを見ると、川の中の

土手のところにリバー劇場という、そういうイベ

ントができる場所をつくっておられたんですね。

それで、やあ、これは私たちもこういうところを

松川の土手のところにつくれないかな、と思いま

して、河川課と土木センターのほうに何度も足を

運びました。結局 5 年かかりました。その間、課

長やセンター長が 3 人かわりました。早い人で 1
年、大体 2 年サイクルですので、5 年かかりまし

た。理解ある方が来られて、やっと許可が出まし

て、右側が松川にできたリバー劇場です。 
ハワイアンのフラダンスがおどられていると

ころを、遊覧船が通り過ぎていきます。国内では、

全く珍しかったそうですけれども、ただの土手を

ケーキを切り取るように垂直に切り取り取って、

皆んなで楽しめるリバー劇場をつくりましてた。 
これが、2003 年に「川と街づくり国際フォーラ

ム」を開催したときのパンフレットです。このと

き、国交省さんも非常に応援していただきまして、

これも不思議な出会いだったんですけれども、当

時、国交省の河川環境課の河川室長から、富山河

川国道事務所の所長として、久保田という方が
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2000 年にちょうど来られたときで、松川の環境整

備をもっともっとしていきたいんだということを

話していましたら、その方は、まさにそれをやっ

てください、と言っておられた方が――今、こち

らに久保田さんの後任の方だということをお聞き

しまして、非常にうれしかったんですが――支援

してくださいまして、フォーラムを開くんだった

らこういうふうにやったらいいよ、と応援いただ

いて、これが実現できました。 
それから、松川茶屋のカフェテラス、これも護

岸にサンアントニオがレストランの横に階段状の

テラスをつくっておられたんですね。私たちは松

川茶屋と、松川との間に、一応テラスはつくって

いたんですけれども、水辺にもっと近づけるよう

に、階段状にできないかと思っていたところ、サ

ンアントニオは既にやっていたんですね。さすが

ですよね。で、この写真を、帰ってきてからまた河

川課長や所長にお見せして、これも 5 年ほどかか

りましたね。理解のない人には「川を壊すんか」と

言って叱られますし、じっくり頑張って、頑張っ

て、次の方はどうかな、次の方はどうかな、いい人

が来られたときにガーッと前進して、寄り切った

おかげでこれが庭に。階段状のカフェテラス。サ

ンアントニオから来られた人がびっくりしておら

れましたね。日本にもあるんですかって。全く川

に向かって階段状につくられていますので、そう

いう目的でつくりましたので、びっくりしていま

したね。 
それから、これは2隻目の遊覧船ですけれども、

「神通」という、姉妹提携したサンアントニオの

遊覧船のデザインを参考にさせていただいてつく

りました。これは 42 名乗りです。 
次に、「神通Ⅱ」が就航しまして。これは桜のト

ンネルになっていましてね、これは 2 年前に北陸

新幹線が開業するということで、それまでに桜シ

ーズンはものすごいお客様で、1 時間半待ちとい

う感じで、世界中から見えられるようになって、1
時間半も待ち合わせるってディズニーランド並み

ですので、これではお客様に迷惑をかけるという

ことで、3 隻目、「神通Ⅱ」を入れまして、これは

定員が 44 名です。 

これは地元の新聞社のフォトコンテストで写

真家の方が投稿されたものが一席に入賞した写真

です。こんなに行列をつくっているわけです。 
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さらに、「水の都とやま」の魅力を発信していこ

うということで、協議会をつくりまして、これは

ことしの 5 月です。 

これは、これまでの富山観光遊覧船株式会社の

あゆみです。松川に駐車場をつくるというところ

から、1975 年にそういった計画が発表されて、大

論争が巻き起こったわけですけれども、「グッドラ

ック」を創刊して、今日に至っています。 

富山には、神通川だったところに、下流のほう

に、海に向かって運河も掘っていまして、1999 年

に全国で初めて「運河サミット」というのを開催

させていただきまして、そのときに、「滝廉太郎Ⅱ
世号」を運河のほうへ就航しまして、これは富山

県のチャーターということで入れさせていただき

ました。 

そして、ことし、おかげさまで創立 30 周年を

迎えさせていただきました。 
最後に、「“水の都とやま”の未来展望」という

ことで、サンアントニオの水辺を参考に挑戦して

いこうということで、こういった語らいがあった

り、緑の中を遊覧船が行き交ったり、これはホテ

ルなんですけれども、川のすぐ横、土手の上に、日

本ではもちろん、こういうロケーションではない

んですけれども、治水をしっかりやることで、ホ

テルを川べりの土手の上に建てています。 
それから、その横の大木が生い茂っていますね、

自然がいっぱいの、川の中にこういう大木が生い

茂っているという別世界。これも治水がしっかり

やれているからできていることなんですけれども

ね。 
そして、サンアントニオのにぎわいですけれど

も、カフェテラス、レストランがあって、そこを遊

覧船が行き交う、まさにディズニーランドのよう

な川の街です。 
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そして、これが夜の川べりですけれども、このよ

うな未来の姿を描いています。 

しかし、富山も、理解できない人たちもたくさ

んいらっしゃいます。何を考えているんだと。富

山市の中にも、こんな壮大な構想は、市はとんで

もない、ついていけない、猛反対です。協議会をつ

くって、こういったまちにしていこうと言っても、

猛反対です。闘いですわ。だから、これがいつでき

るか、きょう、ここで、残念ながら確約できないん

ですけれども、でも、私たちは実現することがも

ちろん目標ですけれども、過程を楽しみたいと思

うんですね。きょうの平山委員長も同じ考えだと

思うんですけれども、実現できるか、できないか

は別だと思うんです。 
こんなことわざがありますけれども、これを最

後に、皆様にこの言葉をお送り差し上げて、私の

最後の挨拶とさせていただきます。 
皆さんご存じの方も多いと思いますけれども、

ドストエフスキーがこう言っているんです。「コロ

ンブスが幸福だったのは、アメリカを発見したと

きではなくて、発見しつつあったときだ。なぜな

ら、幸福とは、永遠の探求であって、結果にあるわ

けではないから」。 
ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

中村孝一 氏 （富山市出身） 
  富山観光遊覧船株式会社 代表取締役 
  水の都とやま推進協議会 理事長 
  株式会社グッドラック 代表取締役 
 著書：「はばたけ友情の翼」(中央出版社） 
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 【平山】 実行委員長の平山でござ

います。司会を務めさせていただきま

す。5 時ぐらいまでパネルディスカッ

ションを行いたいと思います。 
パネラーの皆様は、先ほど基調講演をいただきま

したリバーフロント研究所の金尾様、東海大学の

兼平様、富山観光遊覧船株式会社の中村様に加え

まして、地元を代表しましてお二人を入れており

まして、「北上川に舟っこを運航する盛岡の会」の

事務局長の阿部優様でございます。 
それから、「盛岡まち並塾」理事の金野万里様で

ございます。 

 皆様、ご存じのように、盛岡では平成 21 年から

国土交通省が始めました「かわまちづくり支援制

度」による事業が進行中でございまして、北上川、

中津川の川沿いに遊歩道の整備が進みます。また、

水辺へのアプローチが可能なように、護岸の整備

などが進められております。 
また、市民団体でも川を活かしたまちづくり、賑

わいのある水辺を再生したい等、様々な運動が始

まっておりまして、舟運の復活の試験運航、ある

いはそれに関する講演会などが進められていると

ころでございます。 
それでは、まず皆さんに、地元の状況を理解して

いただくために、最近の活動状況、そして課題な

どを、阿部さんと金野さんからお話をいただきた

いと思います。 
それでは、早速ですが、阿部さん、お話をお願い

いたします。 
 
  ～～～ 地域の活動状況 ～～～ 

 
【阿部】 ただいまご紹介をいただ

きました阿部でございます。 
実は、平山先生からうまく乗せられ

まして、このパネルディスカッション

に登場することになりましたけれども、来ました

ら、ふだんお世話になっている国交省の偉い方々

とか、水とか川に大変覚えのある方々ばっかりで

ございまして、私ごとき者がちょっと場違いかな

というふうに感じております。 
私は株式会社阿部左武郎商店と申しまして、盛岡

駅前で靴、履物の仕事をしておりますけれども、

大体創業 70 周年ちょっとの会社でございますけ

パネルディスカッション 

『川・水を活かした盛岡のまちづくり』 

■コーディネーター    実行委員長      平山健一 
■パネリスト 

   ・リバーフロント研究所    代表理事 金尾健司 氏 
   ・東海大学文学部       講師  兼平賢治 氏 
   ・富山観光遊覧船株式会社   代表取締役 中村孝一 氏 
   ・北上川に舟っこを運航する盛岡の会 事務局    阿部 優  氏 
   ・盛岡まち並み塾       理事   金野万里 氏 
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れども、その会社が駅前にありまして、その事務

所が駅前にある関係で、盛岡駅前東口振興会とい

う会に所属して、そこの会長を仰せつかっており

ます。 
そして、ことし 2 月 15 日に、「北上川に舟っこ

を運航する盛岡の会」というのが設立されました。

そのことで私がきょう、事務局ということで登壇

させていただいております。 
あまりの緊張に、きのうまで五十肩で肩が上がら

なかったんですけれども、何か緊張で肩が動くん

ですね。これはあの外科の先生に教えてあげなけ

ればならないかなと思ったりしておりますけれど

も、パネルディスカッションの中でパワーポイン

トをつくってきたんです。それでご紹介しようと

思ったら、立派な冊子の中にパワーポイントの映

像が全部入っていまして、ただ流すだけじゃうま

くないなと、それで少しお話ししながら説明した

ほうがいいのかなと、ここに来て今思っていまし

て、今からパワーポイントが流れるんですけれど

も、その中でちょこっとだけ口を挟みますが、私、

闊舌があまりよくないもので、そのときはご了承

賜りたいと思います。 
「まちづくりの挑戦」ということで、もともと商

店街なものですから、そちらのほうで対応させて

いただきました。 

これは開運橋のたもとの木伏緑地公園という、こ

ういう林の公園がございました。なかなか人が通

ってくれない公園、使ってくれない公園でござい

ましたが、盛岡市さん、そして国土交通省さんの

お世話で、国体を前に改修をということで改修さ

せていただき、広々としたイベントスペースとな

っております。 
このイベントスペースでは、いわて国体、あるい

はふだんから行っている我々のイベントに活用さ

せていただいております。 
また、河川敷、川原のほうでも、消防演習をした

り、あるいはイベント、お祭り、たくさんの人数が

出ますけれども、こういうふうな行事もさせてい

ただいております。これはイベントだけではなく、

こういった人が集まる公園にしたいなと、そうい

うことで挑戦が続くということになっております。 
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そして、いよいよ「北上川に舟っこを運航する盛

岡の会」、2 月 15 日にできました。これはあっと

いう間にできて、初めての会合をやったのが 2 カ

月半前でございました。そして、2 カ月半後には設

立総会、そして記念講演会ということをさせてい

ただいております。 
これがうちの舟っこの会長の村井軍一先生でご

ざいます。この懇親会は随分楽しませていただき

ました。 

我々は、舟が出発する、あるいは到着するところ、

それをよく考えないで、舟っこを流したい、それ

だけの思いでやりましたので、どこに舟っこをつ

けたらいいか、いろいろ調査したりもしました。

これもみんな国交省さんのおかげでございますけ

れども。 
これがそのときのポスターでございます。 

これが夕顔瀬橋下流でございます。ボートで下っ

たんですけれども、ボートをトラックに積んで、

また戻さなければならないという作業がございま

して、人数が限定されてしまいました。 
出発式が 6 月 17 日、ご覧いただきまして、この

ように立派な出発式ができました。 
こっちは周遊という形で、近辺をモーターのつい

たボートで回っていただいた。これは国交省さん

のほうにお願いして回っていただいて、この到着

地点も急遽国交省さんにつくっていただいたとい

うことでございます。 
そして、到着地点からは、御蔵とか、まち並み塾、

町家のほうを見学するコースも組みました。 
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これが昔の船橋をＣＧで再現した画像です。 

盛岡にはすばらしいところがいっぱいあるんで

す。できればこれを組み合わせながら、まちづく

りができればいいなと考えています。 
川を活用し、川に対するさまざまな思いを組み合

わせ、新しい盛岡のまちづくりにつなげたいと、

村井軍一会長が話したんです。すばらしい言葉だ

なと、私、いつも心にかけております。 
そういうことで、きょうはうちの行っている事業

をご説明しながら、自己紹介にかえさせていただ

きます。ありがとうございました。 
 
【平山】 阿部さん、これで終わりですか。（笑） 
盛岡に舟運を復活したいということで、非常に思

いがけないお話だったんですが、しかも、商店を

やっておられる皆さんというので、またまたびっ

くりして、これはすばらしい動きが出てきたなと、

私もみんなで一緒に何とか実現したいなという思

いになったところでございます。そういう動きが

一つございます。 
それでは、続いて金野さんのほうから、町家の保

存の活動でございますね。 
 
【金野】 皆さん、こんにちは。盛岡

まち並み塾の金野万里と申します。き

ょうはどうぞよろしくお願いいたしま

す。 
私たちの活動をご紹介させていただければと思
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っています。 
盛岡まち並み塾ですが、この写真が象徴するよう

に、盛岡町家を中心とした活動を行っています。

まち並み塾は、都市計画道路「盛岡駅～南大橋線」

の建設計画と着工を背景に平成 15 年 12 月に、鉈

屋町界隈の住民有志の方々によって結成された団

体です。 

その後、この町家の保存を考えながら、最終的に

はこの都市計画道路の白紙撤回ということをかち

取った――かち取ったというわけではないんです

ね、一度もけんかはしておらず、自分たちの町家

のよさを皆さんに訴えていくことで、この都市計

画道路の計画がなくなった、結論的にはそういう

ことになります。そういった活動をしてきた団体

です。 
ことし、当初からの活動を支えてきた事務局長の

渡辺敏男が亡くなりました。その後、ここ数年来

検討してきたことではあったんですが、法人化を

申請して、7 月にＮＰＯ法人として認可をされま

した。それまでは本当に一般の市民団体であった

ということになります。 
ミッションとしては、皆さんにお配りしている資

料にもあるんですけれども、「暮らしと共に幾世代

もが大切にしてきた町家と暮らしを保存活用して、

次世代に継承すること」、そして道路問題というこ

とではなくて、あくまでも「地域の歴史的な資源

を見直して、町家を含めて建物、それからそのま

ち並みの保存と活用を模索するもの」ですよとい

うこと。もう一つは、「歴史的な資源や暮らしの点

検、住民間の交流と共通の思いの確認」のために

勉強会を行う。先進地の視察などを行っていく。

この勉強会や先進地視察などから、「塾」という形

を選び、名前を「まち並み塾」としたということで

す。そして、ここから地域活動としてのまち並み

塾というものが始まりました。 
この中心となった鉈屋町大慈寺地区というとこ

ろなんですが、特徴として、町家、それから 2 つ

の清水、それから北上川、そして寺ノ下寺院群と

いうお寺、この 4 つが特長として挙げられるのか

なと思っています。 
私たちまち並み塾では、それらを活かし、誇りを

持ってこの地域に暮らしていこうという取り組み

をしていくということ、これを掲げているところ

です。 
皆様のお手元に「第 33 回全国まち並みゼミ盛岡

大会」の報告書をお配りしております。これは、

2010 年 11 月に盛岡で行われた全国大会の報告書

なんですが、これの冒頭のほうに「開催地からの

報告」というところがありまして、ここに詳しく

まち並み塾の活動については書かれております。

後でじっくりお読みいただければと思いますし、

8 つの分科会の取り組みが報告されているんです

が、そのうちの 4 つについては、鉈屋町大慈寺地

区の中の課題を挙げて、全国の先進地の皆さんに

話し合っていただくという内容になっています。 



~ 42 ~ 
 

まち並み塾の活動をちょっと紹介したいと思い

ます。町家等の改修事業、「修景事業」と呼んでい

るんですが、ちょうどこの写真がそれなんですけ

れども、「板塀プロジェクト」と言います。もとも

とここはブロック塀なんですけれども、地域の子

どもたち、大慈寺小学校の子どもや、地域の住民

の方々と一緒に、板塀を張って塗装しました。 
そのほかに、町家の改修、これに対して市が助成

金のシステムをつくっていますので、それと連携

して、相談事業などを行っています。 
それから、改修した町家は、宿泊することを前提

に、今、実験などを行っているところです。 
それから、大きな事業として、「盛岡町家旧暦の

雛祭り」など、そういった地域のもともとあった

四季の歳時記、こういったものを活用した事業を

行っています。毎年、4 月の旧暦の雛祭りにこうい

ったお雛さまを飾って、町家の外だけではなくて、

中の構造も見ていただこう、これを目指したのが

この町家の雛祭りです。 

それから、8 月のお盆のときには、鉈屋町にはま

だ迎え火、送り火の習慣が残っていて、家々にか

がり火が灯されるんですが、その中を、「黒川さん

さ」がやってきて門付を行います。これもなかな

か迫力のあるもので、今はたくさんの観光客、市

民の方に見に来ていただくようになっています。 

それから、こういった 2 つの清水を利用した活

動、それから、さっき言った町家の中でいろいろ

お見せしたりする活動とともに、川原町――川原

町というのは今の南大通三丁目のあたりなんです

が――と「御蔵」、先ほど兼平先生からの報告もあ

りましたけれども、御蔵周辺の舟運時代のいわゆ

る北上川筋と呼ばれるところの景観、これを私た

ちは大事にしていこうと思っています。 

この明治橋際の御蔵というのは、現在「下町史料

館」という名前になっていて、明治時代以降の文

物、暮らしの文物などを展示、管理をしています。

これは町内会で管理をしているというところがす

ばらしいなと思っています。 
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また、北上川舟運の、ターミナルとしての川港・

新山河岸跡と、その新山舟橋の記憶を伝えるとい

う活動をしていきたいと考えています。 

かわまちづくりの話が平山先生からもありまし

たけれども、そういった活動にも参加させていた

だいて、それによって御蔵前の川原の遊歩道にお

りる階段がつくられました。堤防もきれいな石張

り、前はコンクリだったんですけれども、それが

弱くなっているということで、改修されるときに、

石張りを住民の皆さんで選択して、材料がないと

いうところ、「そこを何とか」、というふうにお願

いして、張っていただくということができました。 
それから、これもかわまちづくりの中でできたこ

とですが、この界隈の案内板も設置されました。 

 
 
 
 
 
 

「北上川に舟っこを運航する盛岡の会」さんのイ

ベントに参加した時の写真です。 

開運橋際から下ってくるときはいいんですが、ど

うしても到着した地点では、もう一回このゴムボ

ートを上流に持っていかなければならないので、

こうやって空気を抜いてトラックに積み込んで運

ぶという大変な手間がかかるんです。大変苦労さ

れている様子がありまして、これについてはもう

少し何かうまい方法はないのかなと思った次第で

す。 
私たちはここから先、まち並みのガイドをさせて

いただいたところです。 
さっき兼平先生のご講演の中でご紹介いただい

た舟橋跡です。こういったものがあることをまず

知らせていく。兼平先生の講演で新山舟橋と新山

河岸について、知らなかった方もワクワクされて、

こんなのがあったんだ、ということを思われたん

じゃないかと思うんです。これがあったことをま

ず知らせる。そして、何とかこの地域の宝として
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活かしていきたいと。ここって、石巻までつなが

っているわけですからね。 
そして、鉈屋町という地域は、いろいろな街道の

結節点でもあります。宮古、大槌、釜石、大船渡、

陸前高田、とそういったところにも街道でつなが

っている。海とつながる町の入り口、結節点であ

るというところをお伝えしていきたいなと思って

います。 

こちら、仙北町側から見ると、さっきお話があっ

た中島跡がちょっとはっきります。向こうに御蔵

がみえます。この景色も、ぜひ皆さんにもっと見

ていただきたいなと思います。 

舟橋の絵図です。やはりこれが地域の方々の誇り

ですね。 
鉈屋町は舟運時代の旧町名があったので、一つご

紹介します。水主町（カコチョウ）という旧町名が

あります。これはまさに新山舟橋の舟をかけかえ

たりとか、新山河岸の荷卸しなどの管理をしたり

する、あまり身分は高くないけれども、藩のお役

人の一種ですね、そういった方々が住んでいた地

域として水主町という旧町名が残っています。今

はほとんど使われなくなってはおります。 
そしてもう一つお伝えしたいのが、新山舟橋につ

いては、全く何もなくなっていると盛岡市民の方

は思っているんですが、一カ所残っているところ

があります。これは私たちまち並み塾としての見

解ではあるんですけれども、皆さんお花見に行か

れる盛岡城、本丸から吹上馬場（フキアゲババ）、

腰曲輪（コシクルワ）と呼ばれますけれども、一番

お花見に適しているあたりに降りていくところに
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2 つの階段があるんですが、その階段の手すりに

ご注目いただきたい。こういった形の鎖がついて

おりまして、岩大の工学部の先生に見せたら、「う

ん、これは強い力が加わったときに、少し延びる

余裕を持ったつくりである。であれば、これが何

かそういったものに――そういったものというの

は実は“舟橋の鎖”ということなんですが――使

われたという可能性は大いにある」と言っていた

だきました。 これは大昔から「新山舟橋の鎖」で

あるというふうに伝えられている鎖です。現在、

お城の中の 4 カ所の手すりに残っておりますが、

どこにも新山舟橋と書いていないわけですので、

教育委員会的にはなかなか認定することが難しい

という話でしたが、私たちはこれを、新山舟橋の

鎖として伝えていきたいと思ったりしているとこ

ろです。 
とりあえず、まち並み塾と北上川のかかわりにつ

いては、そんなところです。 
 
【平山】 この金属の年代を調べてもらうのはど

うでしょうね。わからないかな。まあ、後で工学部

にちょっと相談してみます。 
【金野】 ぜひお願いしたいと思います。 
 
【平山】 今、お話を聞きましたけれども、鉈屋

町も随分まち並みが古い雰囲気、いい雰囲気に変

わってきましたね。 
 

【金野】 そうですね。町家の改修については、

市と連携して、年間 2 棟ぐらいずつ改修されてい

ます。 
 
【平山】 さっきの兼平先生のお話にも歴史遺産、

水に関係のものが随分いろんなところに散在して

いるというのはわかりましたけれども、まさに川

と歴史とまちづくりということ、3 つ考えたとき

に、鉈屋町なんか非常にいいモデル地区だなと思

いますね。これからも我々、一緒にまちづくりを

やっていきましょう。 
 
【金野】 そうですね。よろしくお願いいたしま

す。 
 
【平山】 それでは、今、地元の活動をされてい

るお二人にご報告いただきましたので、残りの 3
名のパネラーを加えまして、みんなで議論を深め

たいと思います。 
阿部さんの活動も、舟だけではないんですね。木

伏緑地のあんなすごい整備をして、いろんなイベ

ントをやっておられるので、びっくりしました。 
 
それでは、5 名のパネラーがそろいましたので、

改めて始めたいと思います。このシンポジウム、

パネルディスカッションの趣旨といいますか、盛

岡は先ほど来ありますように、3 つの川が合流し

て、北上川の河口、石巻から 200 ㎞でございます。

そこの舟運が可能であった、一番上流のまちとい

うことになりますが、兼平先生のお話のように、

盛岡城の築城以来、まちが発展しまして、川の文

化は本当に豊な歴史資源として生活、まち並み、

伝統行事、交通体系もそうだと思いますが、現在

までその面影を残していることがわかります。 
同時に、お城を水害から守るために新しい川を掘

ったり、明治 43 年にも大洪水がございました。先
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ほど「受難の時代」とお話がございましたけれど

も、松尾鉱山による北上川が汚染した時代がござ

いました。本当にあのときは赤い水が流れる死の

川でした。そして、現在も水害の危険がなくなっ

たわけではございませんが、毎年行われている、

1000 艇もゴムボートが参加する北上川ボート川

下りというイベントもございます。また、我々が

進めております北上川流域圏の運動もだんだん順

調に進んでまいりまして、ようやく、ようやく阿

部さん、金野さんがご紹介されたような、本当に

夢のある市民活動が始まっているところだなと思

います。 
きょうはあまり時間もないので、ちょっとテーマ

を 3 つに絞りまして意見交換をしたいと思います。 
まず最初は、我々も思い込んでいるところがある

んですが、盛岡、北上川、そして地元の歴史、この

魅力とは一体なんなのかということです。先ほど

ほかの方からお伺いして、パッと気がついたとい

うお話もございましたけれども、それをパネラー

の皆さんが、一応それぞれにお話しいただきたい

と思います。 
2 番目は、川を活用したまちづくりの進め方でご

ざいます。これは川の機能はいろいろありますの

で、いろんな進め方がありますし、先ほどの中村

社長のお話のように、非常におもしろいというか、

波瀾万丈の、我々、奇跡だなと思うような進め方

もありますし、いろいろあるのでございましょう

が、いろんな面でご意見をいただければ、今後我々

が進めていく上で参考になるかと。それが第 2 点

目です。 
最後に 3 点目としまして、実際にこの盛岡の地、

川の大分上流部でございますが、舟運復活を具体

的にするときにどんな課題があるか、ということ

をテーマに話し合いたいと思います。 
時間が残れば、会場からのご質問も受け付けたい

と思っておりますので、よろしく最後までご参加

いただきますようにお願いをいたします。 
 
 ～～～ 盛岡のまちや川の印象 ～～～ 
 
それでは、まず、盛岡のまちや川の印象でござい

ます。パネラーの皆さん、全員からここは簡潔に

済ませたいと思いますが、簡潔にお話をいただき

たいと思います。 
阿部さんから、お願いいたします。 
 
【阿部】 盛岡はすばらしいというまち、何がす

ばらしいんだとよく言われると、水と緑がきれい

だとか、人情がいいとか、確かにすばらしいんで

すけれども、それだけで盛岡を引きつけられるの

かな、そう思います。かえって私どもはそこに住

んでいるから、気がつかないものがいっぱいある

のかな。 
私もさっき、木伏緑地公園を改修いただいたとい

うことを話しましたけれども、駅から降りて、北

上川があり、そして岩手山が臨める、材木町の裏

には今も舟が来たときの石垣が残っている、そう

いうすばらしい場所があるのに、それを活かし切

れていない。そしてまた、むしろ商店街とすれば、

盛岡駅前に商店街があって、それを大通りにつな

げたい。でも、そこを川で分断されている。これを

どうにかできないものかなと考えたこともありま

す。できれば、北上川にかかっているあの開運橋

の北側のほうの歩道を 3 倍ぐらいの広さにして、

もっとうまく大通りとのつながりができないもの

かなとか、そういうことをいろいろ考えていまし

たけれども、今度それで「舟っこ」に行き着いたわ

けでございます。 
 
【平山】 はい、ありがとうございます。 
川は分断という位置づけもあって、兼平先生、さ

っき、それが共生なんだというお話だったですか



~ 47 ~ 
 

ら、いい面、悪い面、両方あるわけですよね。あり

がとうございます。 
それでは、金野さん、お願いいたします。 
 
【金野】 盛岡まち並み塾としてというよりも個

人的な感想なんですけれども、盛岡はやはり水の

歴史というものにとてもおもしろい点があって、

城下町盛岡ができてくる時、例えばさっき兼平先

生からお話があったように、三戸から盛岡に移っ

てくるに当たっては、多くの領民たちを食べさせ

ていかなければいけなかったわけで、そのために、

太田のあたりを開拓していくために、鹿妻穴堰を

まずつくる。それから、三戸から人がやってくる

ので、北からの通りをよくするために、上田堤、高

松の池をつくる、そして、さらにお城をしっかり

つくるために、さっきあった北上川の河道改修を

行う、この 3 つの「水と盛岡」というか、その歴

史というのがすごくおもしろいと個人的には思っ

ています。 
ただ、それをいきなり開運橋というか、盛岡駅に

降り立った人にお話ししても、「？」となります。

今、阿部さんがおっしゃったように、岩手山と北

上川の景観というのは守っていかなければいけな

い、一番盛岡の景観として守るべきもの。さらに

は、できればまち並み塾としては、盛岡八景とい

うものがかつて藩政時代にありましたが、それに

もうたわれた新山舟橋の夕景だったり、そういっ

たものも一つ仲間に入れていただきたいなと思う

ところです。 
【平山】 地元の状況について、適格な見方をし

ていることに感心します。穴堰とか上田堤とか、

昔は本当に生活に密着した農業の水をとったわけ

ですからね。ありがとうございます。 
それでは、次に兼平先生、お願いします。 
 

【兼平】 まず、私たち歴史研究者

が城下町を描こうとするときに、やは

り商業活動とか人というところに目

が向くんですけれども、盛岡の場合と

いうのは、やはりこの町から、これま

でもお話があったように、岩手山が見えて、しか

も川が流れていて、それが一体として人々の営み

の舞台になっているというのが、これはもうある

ようでいて、実はないんですね。 
先ほどから、私の話のときにも話したんですけれ

ども、石垣も、あれは地元の方から見ると、何だ、

石しかないじゃないかと思うかもしれないんです

けれども、実はほかの方、地域の人が見ると、びっ

くりするような石垣、見事さなんですね。 
先ほどから出ている岩手山であるとか、姫神山、

北上川、あるいは舟橋というのは、江戸時代の人

たちで、他領の人が盛岡藩領にやってきたときに、

紀行文に必ずこれを描くわけです。やっぱり外の

人が見てびっくりするんですね。こんなすてきな

舞台のところで盛岡というのは歴史が展開してい

るんだというふうに思うわけです。 
そう言いながら、実は私も最近、東海大学に赴任

して、新幹線で盛岡からあちらに行くと、どんど

ん山が遠ざかっていって、寂しくなるんですよ、

私なんかは。あっちからこうやってくると、山が

迫ってくるんですね。それはすごく私としては、

ああ、帰ってきたなと思うんですね。 
だから、外からまさに盛岡にやってくるところか

ら盛岡の魅力というものを発信できないかなと思

うんですね。盛岡に着いてからではなくて、実は

来るまでのところで、この風景の変化、まさにそ

れが盛岡の大きな魅力で、それを伝えられないか

なと。で、入ってくるところに、まさに北上川と雫

石川と中津川の合流地点もあるわけですね。あそ

こをうまくもっと使える方法はないかなと、私な

んかは感じることが多くなってきました。 
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【平山】 兼平先生は、ここで生まれて、東京で

今お暮らしになっているから、なおそういう思い

があって、新幹線で確かに川沿いにずうっと来ま

すからね、そういう風景というのはいいのかもし

れませんね。 
シンガポールのマーライオンでしたっけ、ああい

うようなものも、あそこの三川合流のところにあ

れば、何かシンボル的なものになるかもしれませ

んね。 
はい、ちょっと余計なことを言いました。申しわ

けありません。 
それでは、次、中村さんにお聞きしたいんですが、

中村さんにお聞きするのは恐ろしいというか、川

という、あるいは地域という文化は、そこに住ん

でいる人の心があらわれるものだと、何というお

答えが出るか、非常に恐ろしいところなんですけ

れども、富山に比べて、何か違ったところはござ

いますでしょうか。 
 
【中村】 すばらしい川を残されて

いると思いますね。どうしても地元

に、私たちは富山で見なれてしまう

と、その価値に気づかないようになっ

ているんですけれども、盛岡の方も、きっと毎日

見ているわけですから、この北上川はどんなにす

ばらしくても、見なれるというのは恐ろしいこと

ですよね。私の家内も見なれると……（笑）これ以

上言いませんけれども、ものすごいチャーミング

で美人なのに、見なれるということは恐ろしいん

ですよね。 
だから、こんなすばらしい川がある、刺激を受け

るために、外部の人の意見を聞くというのは大事

なことだと思いますね。 
まちづくりの基本は、自分の住んでいるまちをし

っかり見つめることだと思いますね。すると、特

徴が見えてきます。その特徴をさらに磨きをかけ

てやる。そうすると、日本に一つ、世界に一つのす

ばらしいまちになると思いますね。 
 
【平山】 なるほどね。やはり自分でよく調べて、

人から評価を受けて、それで、それをよく知るこ

とによって個性というか、本当に発信すべきもの

が見えてくるということですね。はい、ありがと

うございます。 
では、金尾理事長。 
 
【金尾】 あまり盛岡に縁がありま

せんので、よくわからないんですけれ

ども、先ほどまちの中に大きな川が流

れて、分断されていると。ある意味、

都市側からすると、都市の利便からす

ると、大変ハンディだというようなことだろうと

思うんですけれども、逆にそのハンディを逆手に

とって、これをまちづくりに活かしているという

ことじゃないかなと思います。まちの中に川があ

るということは、本当に貴重なことで、欲しいと

思っても、なかなかできないですよね。それを兼

ね備えた土地だということじゃないかなと思いま

す。 
いろんなまちの中の川がありますけれども、大体

見るという対象で、多少船に乗ったりというのは

ありますけれども、この北上川は、松尾鉱山の水

質の話もあったかもしれませんが、今はサケが上

ってくるようなきれいな川ですね。だから、見る

対象であり、中に入って触れて遊べるというふう

な対象でもあるんじゃないかと思いますので、そ

ういうところもぜひ活かしていかれればと思いま

す。 
地域ごとに川の特性が違いますので、先ほど兼平

先生のお話がありましたように、川の歴史をしっ

かりと知るということ、歴史だけじゃなくて、取
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り巻く社会状況、それからもちろん川ですから治

水、洪水対策みたいな問題もありますので、そう

いうところをしっかりと地元の方々がみんなで勉

強して、共通の認識を持つというところから始め

られるということが大事じゃないかなと思います。 
 
【平山】 ありがとうございました。 
パネラーの皆さん、それぞれに盛岡のまち、好き

なところを挙げていただきましたけれども、我々

が中にいるだけでも、非常にいい川だなと思って

おりますけれども、やはりたくさんそういう資源

があるんだと、それを外部の方からもいろんな評

価をいただいたりして活かしていく、歴史をテー

マにするというのは本当にいいことだということ

で、我々、これからいろんな仕事を、大きな発展の

可能性が感じられますね。そして、本当にやりが

いのあるまちづくりだなと思いますので、我々、

会場の皆さんも含めて、そういう方向で一生懸命

やりたいと思います。 
それでは、最初の岩手、盛岡に対する皆様の印象

のほうはそれぐらいにいたしまして、きょうのメ

インテーマでございます川を活用したまちづくり

の進め方でございます。 

 
～～～川を活かしたまちづくりの進め方～～ 
 
川というのはいろんな機能がございますので、川

があれば利水とか舟運とか洪水なんかがあります。

そういう現実的な恩恵、被害がありますが、安ら

ぎとか、癒し効果とか、解放感とか、あるいは洪水

の恐怖とか、そういう精神面でもいろんな影響を

与えているわけでございましてまさに共生の範疇

に入るものだと思いますが、我々は、こういう活

動に取り組む場合に、川からのプラス面をなるべ

く多くもらうように。そして、マイナス面を最小

にしていくというような方向で、幅広く川の活用

について意見を詰めていきたいなと思うところで

ございます。 
そういうところで、実際にまち並み保存の活動を

されています金野さん、川の近くでそういう活動

をされていますが、いろんな活動の中から出てき

た課題等、何かございませんでしょうか。 
 
【金野】 皆さんにお配りした「全国町並みゼミ

盛岡大会」の報告書なんですけれども、実は 2010
年の 11 月に開かれたこの全国大会、このときに、

この第 7 分科会で「城下町の川まちづくり」とい

うテーマで話し合っています。まち並み塾として

は、当時は、どっちかというと町家のまち並みと

か、そういうことには注力していて、北上川のほ

うまでなかなか手が回っていなかったのが実際で

して、何とか全国の先進事例から学びたいという

ことでこういった分科会を開催したところです。 
その中で言われたのが、盛岡の現状としては、盛

岡は中津川が顕著なんですけれども、川をどうし

ても背にしてまち並みがつくられてしまったとい

うことがあって、なかなかうまく活かせていない

と。さっき、いろいろな先進事例とか、カフェがあ

ったり、素敵なイベントを見せていただいたんで

すが、ああいうことができていないということ。 
それから、ある時期からはこれも金尾さんのご講

演にもあったんですけれども、まち中にせっかく

川があるのに、川は危ないから行ってはいけない、

「よい子は川に入らない」という標語があちこち

に張られるにようになってしまったという反省が

ありました。 
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そして、他地域、この第 7 分科会に来ていただい

たところは、島根県の松江、千葉の佐原、それから

福岡の柳川だったんですけれども、それぞれから、

例えば松江では堀川遊覧船、やはり遊覧船をやっ

ていて、平均年齢 63 歳ぐらいの船頭さん 100 人

が働いていて、定年 70 まで働くんだよと、こうい

った雇用の場にもなっているとか、それから千葉

の佐原では川浚えと言いまして、どぶ川状態だっ

たのをきれいにしたんだと。そして、今はロケ地

として第一線。これは東日本大震災で大打撃を受

けたんですが、回復しつつあるということです。 
また、柳川はもうもちろん皆さんご存じの水郷地

帯なんですが、ここもかつて住民のルールがあっ

たのが、大洪水をきっかけにダムができたりして、

すっかりそのルールが消えてしまってどぶ川にな

ったところを、地域の方々が身銭を切ってかなり

頑張って復活させて、今、花嫁船みたいな、そうい

った活動などもされているというような報告があ

りました。 
これらから、盛岡のかわまちづくりにも活かせる

ものもありますし、ちょっと状況が違うものもあ

りますけれども、まず共通することとしては、何

よりも住民がかなり頑張らないとこれは成し遂げ

られないなということを感じました。 
また、この先進事例の方々は、少し前の活動なの

で、国の補助などを受けられず苦労されたところ

だと思うんですけれども、今ならばそれこそかわ

まちづくりや、ミズベリングなどのそういったコ

ラボレーションができるのではないかなと感じた

ところです。 
この第 7 分科会のまとめをされた前野まさるさ

んという、当時のまち並み保存連盟の理事長さん

が、こういった活用の保存三原則として、「地域文

化としては、整備されていて、使っていくもので、

そして価値が見えるものをぜひつくってくださ

い。」、ということをおっしゃっていました。 

その辺が盛岡の今後の課題なのかなと感じたと

ころです。 
 
【平山】 なかなか川に背を向けたまちの状況と

いうのは、ちょこちょこ見ますね、確かに、そう言

われると、本当に川の持つ安らぎとか癒しとか、

快適さとか、広々とした空間とか、そういうもの

の利用の仕方がまだ手薄なのかなと思いますね。 
 
【金野】 そうですね。さっきちょっとお話しし

ましたけれども、せっかく遊歩道の整備もあった

ので、そこで市をやってみるとか、もっと何かで

きるんじゃないかなと思うんですね。 
ただ、実は、これをつくった翌年の 3 月に東日本

大震災が起きたわけです。私たちはこれを教科書

にして、盛岡市内のいろんな市民団体がまちづく

り活動も活性化していくはずだったんですが、ほ

とんどの市民団体が東日本大震災の復興支援に注

力してしまって、この 7 年間、盛岡の市民活動は

停滞気味というのは否めないなあと感じています。 
ただ、そろそろ戻るべきものは戻って、しっかり

私たちの地元も足固めをしていく時期かなと思い

ますね。 
 
【平山】 金野さんの絵を見たら、住民の思いと

いうのは、ミズベリングとか、そういう事業に反

映させて、実現していくんだというふうに書いて

ありますけれども、金尾さんの先ほどのご講演の

中でも、そういう事業のご説明をされたんですが、

単にそういうことだけではなくて、実際を見ると、

何か大きなものに気がつくんです。それは、やは

りまちづくりというのは市町村がやっているわけ

ですよね。川の管理というのは、多分治水の話が

メインになると思うんですが、それは北上川であ

れば国がやるわけですね。あるいは県河川であれ

ば県がやるわけで、そこの関係というのは、圧倒
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的に力が違うんじゃないか、そんなに金尾さんが

おっしゃるように、すんなり――今までの社会の

中の位置づけにしても、そんなに常識が急に変わ

るものではないから、そこにちょっと問題が……。

どういうふうにしたらそれをうまくシステムの中

に入れ込んでいけるのか、そのあたりは少し工夫

しなければいけないんじゃないかという感じはす

るんですけどね。 
 
【金野】 そうですね。ただ、実はその舟運復活

なんですけれども、私はまちづくりでずうっと言

い続けていたわけです。かわまちづくりが始まっ

て何年ですか、震災前からですもんね、ずうっと

ずうっと言っていたけれども、いつも無視されて

いたんです。それが、一発阿部さんたちが動き出

して始まったというのは、やはりこれは画期的だ

なと思うんですね。やはり地域の方が動き出した

ときに、いろいろなそういった、規模は確かに国

交省さんと市町村は違うかもしれませんけれども、

何かしら動かせる力を、市民の動き、最初の突破

口というのがあるのかなということを感じたとこ

ろではありますね。 
 
【平山】 そういう点では、やはりかわまちづく

りをやっていく人材ということを考えた場合も、

河川管理も知らなければならないし、まちづくり

も知らなければならない。まして舟運を絡ませる

といったら舟のことも知らなければならない。で、

商売のことももちろんあるでしょうし、そういう

人材というか、渡辺敏男さんが亡くなられて、や

はりリードしていた方だから、非常に困っておら

れるのかなと思うんですが、いかがですか、そう

いう人材の必要性というのは。 
 
【金野】 正直、当初は困り果てましたけれども、

ただ、この動きがあったということは、いろんな

意味で刺激になりました、まち並み塾的には。ま

ち並み塾的に考えていたのは、どっちかというと、

盛岡駅に着いた観光客の方が鉈屋町に来るのに、

遠いんですね。ずうっと中央通とかをバスに乗っ

てこないと来れないわけです。それが、開運橋か

ら明治橋を北上川で来ると、ものの 10 分くらいで

来れたりするわけです。こういった水上交通がで

きればいいなと。それがまた風情があって、鉈屋

町にあったりするといいなぐらいの、そういうこ

とを想定していたんですね。 
ただ、実際に専門家のお話などをかわまちづくり

の中で聞くと、川の底の浅さだったり、河道がな

いことだとか、さっき先生がおっしゃったような

さまざまな課題があるということが分かりました。 
 
【平山】 今の最後の話は、後で兼平先生からも

ちょっと触れるかもしれませんね、鉈屋町と結ぶ

という話。 
それで、金野さんとばかりやりとりしていると、

ほかの方の時間がなくなりますので、次に移りた

いと思います。 
次は、中村さんにお伺いしたいと思うんですが、

まず川をよくするためには人の心を変えようとい

うことで雑誌を出された、そこが「ものすごいな」

ということなんですけれども、それを事業化して、

ああいうふうに会社をつくっていく中では、もっ

ともっとトラブルというか、大きなものがあるわ

けですよね。本当に志が高いし、本当に粘り強く

努力を積み重ねた、強い思いを持ってそれをやり

遂げたんだと思うんですが、中村さんの座右の銘

というのは何なんですか。（笑） 
 
【中村】 私は、実は、今ちょっとまたアメリカ

で話題になっていますけれども、ケネディ大統領

をすごく尊敬していまして、17 歳のときに彼が大

統領に就任しまして、19 歳のときにダラスで暗殺
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されたんですけれども、彼はいつも理想を持って

いたんですね。殺されても、その理想を貫く。その

理想は、勇気とか希望とか、それから向上心を絶

えず持ち続けるとか、そういったものを人間の美

徳として、理想に掲げていたんですね。そういう

ものがまちづくりをやっていくときにも必要なん

じゃないかと思いますね。 
 
【平山】 その過程では、随分つらい目というか、

なかなか努力しても実現しないという、そういう

のを奥様が支えられたというのは、やはり奥様も

非常に……。 
 
【中村】 ええ。もう、家内がいなかったら、こ

の事業は 1 年ももたなかったでしょうね。 
 
【平山】 それでは、感謝しなきゃだめですね。 
 
【中村】 感謝ですね。 
 
【平山】 それと、ことし新たな協議会を立ち上

げられましたよね。世の中というのは、ますます

経済優先主義、効率主義に変わってきている中で、

従来の形ではなくて、新しい形を求めたというの

は、どういうことなんでしょうか。 
【中村】 富山市、当時の市長さんもかわられて、

新しい市長が誕生する、議会は議長が毎年かわり

ますし、しかし、決定権はやっぱり市長なり議会

が持っていますよね。私たちは何の権限もないわ

けですけれども、それなのに、何の権限もなく、よ

くこんなことをやるねとおっしゃられますけれど

も、本当に政治の世界というのはドロドロしてい

ますから、本当に市長にしても、最初、一緒にサン

アントニオを見に行くと言っておったのが、当時

の議長とうまくいかなくて、急遽行けなかったり

とか、だけど、やっていくうちに委員会をつくっ

てくれて、自分もとうとう見に行ったり、委員会

を立ち上げて何年もやっていくんだけれども、何

か空回りしている感じなんですね。 
やっぱりこれは、もう一度民間が中心になって、

行政ももちろん支援していただかなければいけな

いけど、そういう協議会を立ち上げないと、もし

かしたらこれで終わっていってしまうのではない

か、そういう心配が出てきまして、それが今回、新

たに立ち上げた原因です。 
 
【平山】 市民中心の協議会ということになるわ

けですね。 
 
【中村】 そうなんです。きょう、国交省の一番

トップにいらっしゃった金尾様が見えておられる

わけだけれども、数年前にミズベリングの支援を

しようという動きができて、毎年のように改正さ

れて、民間が従来は行政でないとできなかったこ

とを、民間も対象にしましょうとか、ただし、行政

もちょっと事務局的な役割を担ってもらわないと、

民間 100％でも困るということで、協議会を立ち

上げるに当たって、市のほうにその動きを伝えた

ら、あまりに壮大な計画だから、市は支援できな

いと。どういうことですかと聞いたら、予算が幾

ら要るかわからないから、巻き込まれたくないと

いうのが本音だということがわかりまして、ええ

ー、そんなことがあるんだということで、結局、

今、行政がオブザーバーでは入っているんですけ

れども、事務局とか、つくってくれないんですね。 
 
【平山】 継続していくことが大切ですもんね。 
 
【中村】 そうなんですね。だから、私たちの意

志の力が試されていると思います。諦めるのを行

政が待っているんじゃないかという感じですから。 
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【平山】 でも、かなり壮大な計画でございます

よね。富岩運河のほうにつないでいくわけですよ

ね、今の松川を。 
 
【中村】 2ｍほどの段差があるんですけれども、

その高低差を、閘門なり、あるいは川底を深くす

るかして解決しないといけないんですけどね。 
 
【平山】 ぜひ頑張っていただきたいと思います。 
 
【中村】 はい、ありがとうございました。 
 
【平山】 それでは、兼平先生にお願いしたいと

思います。川、歴史、まちづくり、合わせた何かい

いモデルはないでしょうか。 
 
【兼平】 私が今回講演の中で強調したいのは、

北上川というのが共生の場であるということと、

ということは、もう人々の生活の中に溶け込んで

いる空間だったということですね。それを象徴す

るということで、今回、ちょっと強調したのが新

山河岸なんですけれども、ここを何とかもう少し

うまく利用できないかなということです。 
それで、先ほど金野さんの話にもあったように、

鉈屋町、それから城下のほうの鉈屋町と、それか

ら新山舟橋があって、仙北町があって、そして江

戸につながっていく奥州道中へと、まさに新山舟

橋というのは舟運の起点でもあるし、さらに陸路

においても江戸につながっていく、あるいは盛岡

を全国とつなぐといういい場所なんですね。ここ

をもう少しうまく使うことができればいいかなと

いうふうなことで考えています。 
そうしたときに、先ほど来からいろいろ行政との

関係とか、管理という点においては平山先生がお

っしゃったように国ですし、まちおこしというと

ころで言うと行政ですね、民間との関係で、いろ

いろと壁もある、障害もあるようなんですけれど

も、まさに共生というところで、行政と民間と一

体になってやらないと、これはなかなかつながっ

ていかないのかなというところですね。そうした

ときに、やはりそれらをつなぐ組織、こういうも

のが必要なのかなと。 
先ほど平山先生がおっしゃったように、どの専門

家でも、それを十分につなげることとか、それを

うまくやれるというところはないので、それぞれ

の知恵を持ち寄って、ここはうまくまちおこし、

民間の動きとか、あるいは行政の立場とか、そう

いったところをうまく調整できる組織というのが

やっぱり必要で、そこには多様な人材、能力を持

った方々、いろんな分野の力というのが必要なの

かなと思います。そのモデルに新山舟橋あたりが

なるといいなと思います。 
 
【平山】 ありがとうございます。ご推薦のモデ

ルというのは、まさに阿部さんたちが進めている

ルートでもございますよね。ネットワークがなか

なか組めないというのは、一番抜けているのは川

の部分ですものね、そこがうまく結べれば、何か

できるんじゃないかなと。頑張りましょう。 
それと、いろんな人材を集めるというご意見、あ

りがとうございました。 
次、阿部さんでございますが、いろんなアイデア

があると思いますが、何か課題になっているとこ

ろはありますか。 
 
【阿部】 どうしても盛岡市内の商業に関して言

えば、郊外店が 2 つできたということで、あれ 2
つでも 400 億の売上をするわけですね。で、菜園

とか大通りの売上は 30％ぐらい落ちる。なかなか

まち中が活気づかなくなってきている、これは大

変なことだなと私は商人としては思います。 
そういう中で、舟の話も相絡まって出てきている
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んですけれども、もし駅前地区のあたりから舟を

流して、それこそ今いろいろ話になっております

明治橋のところですか、町家さんのあたりまで舟

を流して、それも一つの観光にできればすごくす

ばらしいなと。ただ流すだけじゃだめだ、帰りの

お客さんはまち中を歩いて帰ってもらいたい。そ

うすると、まち中の活性化にもなるんじゃないか

な。 
さっきからいろいろお話になっているんですけ

れども、歴史というのはすごく大切だなと。私、よ

く思うんですけれども、郊外店といろいろ競争し

て、盛岡のまちの中に小さいディズニーランドを

持ってきても、まち中というのはなかなか繁栄で

きない。まち中のすばらしいところというのは、

やっぱり歴史じゃないのかな。歴史をもっと掘り

起こすということも必要じゃないのかな。 
だから、私ら小さいころ、開運橋の近辺にも舟が

結構つないでありました。遊んで怒られたんです

けどね。危ないからやめろと言われたんですけれ

ども、そういう時代があったわけです。そういう

舟を、いろいろな形はあるんだと思いますけれど

も、それを使いながら、明治橋の、町家の裏のほう

までお客さんを連れっていって、まち中を回遊し

ていただく。 
ただ回遊していだたくといっても、まち中の歴史

の整理がきちっとできていないと、魅力のあるも

のにはならない。だから、その辺、一体化になって

まちづくりはしなければならないんじゃないかな、

そういうふうに感じています。 
それから、舟を流すということについて、全くの

素人でした。流すと思って、ただ、じゃ、あの小繰

舟を借りてきて、開運橋のところに浮かべて、そ

こから流せばいいんだと、全くの素人でした。浅

くて流せない。舟を運ぶには 100 万円かかるとか、

全くわかりませんでした。船着場もなければ、舟

を入れるところもないし、全部国交省さんにお世

話になって、今度のボートのことでもやっとでき

たという現状です。これは我々の民間だけでは全

くできることではない。これからはぜひ、そうい

うお力をおかりしながら、ぜひ盛岡の下流から舟

を流して、そしてまたまち中の活性化にもつなげ

たい、そういうふうなことができればいいなと思

っております。 
 
【平山】 ありがとうございました。 
我々も水辺が復権してくるのは大変うれしいこ

とでございますよね。応援のいろんな仕組みが、

国のほうでもお考えになっていると思いますが、

皆さんのご意見を伺って、何かありましたら、よ

ろしくお願いいたします。 
 
【金尾】 水辺を活用しようとすると、常にどう

なるかというと、地域住民の方々は、どうしてこ

ういうことができないんだ、だめなんだ、という

話なんです。管理者は、そんなことをして誰が責

任をとるんだと。それから、営業活動をしたいと

思う人は、何であいつはよくてうちはだめなんだ、

そういうふうになるわけです。それぞれ、おっし

ゃっていることはもっともなことだし、話がかみ

合わないんですね。 
そのときに、先ほど中村さんからも話が出ました

ように、間を取り持つ組織、協議会かもしれませ

ん、兼平さんもそのお話をされましたけれども、

そういう専門家というか、それぞれの立場のステ

ークホルダーの間を翻訳できるような中間的な存

在が必要。これはいろんなところで、全国でそう

いう活用するところで、そういう声が上がってい

ますけれども、そういう組織が要るんじゃないか

なと思います。 
その意味で、例えば北上川のフォーラムの方々が

そういう役目を果たされてもいいんじゃないかな

と思います。そういう組織をしっかりつくってい
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く、その人たちが間に入って翻訳していく、中間

的な存在というのはものすごく大事だとまず感じ

ております。 
 
【平山】 役所も十分応援していただけるという

ことでご理解してよろしいわけでございますね。

ありがとうございます。 
 
 ～～～ 舟運の可能性 ～～～ 
 
時間が 10 分ぐらいしか残っていませんね。残っ

ているのは、舟運の可能性、実際の具体的な話な

んですけれども、そこに移りたいと思います。 
北上川というのは、河口まで堰がないので、200

㎞、盛岡で乗ったら石巻まで行くという川なんで

す。それで、ここで舟運の話をすると、ここから河

口までボートのマラソンをしようということも一

つあると思います。 
先ほどありましたように、開運橋から新山河岸ま

で舟で行って、観光というか、歴史のいろんな資

源等を合わせてコースをつくろうというのもあり

ます。また、四十四田ダムから開運橋ぐらいまで、

いわゆる半分ラフティングみたいな感じの、自然

の中の激流の中を下りながら、下のほうに来ると

ビル街に入るというような魅力あるコースもある

ので、上流部だからこれができることなんですけ

れども、そういうことを念頭に置いていただいて、

一言ずつ、舟運の具体化に対するご提言をいただ

きたいと思います。 
阿部さんから。 
 
【阿部】 この、舟のことに関しては、いろいろ

考えたり勉強すると、随分知らないで話をしてい

るんだなという自分の浅はかさに気づくわけでご

ざいます。ただ、やはり川は、私らが思っていたよ

うな例えば舟を流すだけじゃなくて、うちの会長

である村井先生が話したとおり、川を活用し、川

に対するいろんな思いを組み合わせる。そして、

新しい盛岡のまちづくりにする、この言葉が私、

好きなんですけれども、そういう気持ちでこれか

らやっていきたいな、そのように思っております。 
 
【平山】 はい、ありがとうございます。 
 
それでは、金野さん。 
 
【金野】 舟運復活にいろいろ難しい点があると

いうのは、大分わかってきたかなと私は思ってい

るんですけれども、ただ、今、まずは可能な、舟の

活用、例えばこの間のゴムボートもそうだと思う

し、カヌーなどで使われている方もいらっしゃる

ようなので、今できることからまず始めたらどう

かなということを感じます。 
それから、私のスライドの最後のところの 2 枚

だけ印刷していただいているんですけれども、ま

ずはどんな川辺、水辺にしたいかということを描

いてみるというのをしてほしいなと。これもかわ

まちづくりで前からずうっと言っているんですけ

れども、港をつくりたいなら、港をその上に重ね

て描いてみる、そういったことを、例えば地域の

子どもたちも一緒になってやるというようなこと

もどうでしょうか、と思います。 

実際、花巻で宮沢賢治の作品にあるなめとこ山が
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どこかということを示すアクリル板の表示があっ

たので、参考に載せたんですけれども、例えば新

山河岸がアクリル板を透かしてもしそこに描かれ

ていると、いろんな人が実際の舟運や北上川に関

して興味を持って参加してくれるのかなと。具体

的な舟運ということについては、さっき言ったよ

うに、今できることからということを感じます。 
 
【平山】 やはり多くの人に興味を持ってもらう

ようなことを考えなければいけないですね。あり

がとうございます。 
兼平先生。 
 
【兼平】 歴史的に言うと、江戸時代から明治に

なって、舟運から鉄道というように取ってかわら

れるんですけれども、では、川の魅力というのが

失われたかというと、そんなことは全くないわけ

ですよね。人を引きつける魅力があるし、しかも、

先ほど来から皆さんおっしゃるように、やっぱり

盛岡の魅力というのは、景観ですよね。川を含め

た景観がこれ一体として活用できるというところ

が大きな魅力だと思いますので、ぜひ、まさに舟

運というのは、そういう意味ではいい観光資源に

なり得るかなと。 
それから、先ほど阿部さんのお話で、ああ、そう

かと思ったんですけれども、下るだけではなくて、

戻ってくるというところですね。ここが、やっぱ

り散策してもらいたい。盛岡を散策する。私、講演

のときにちょっと挙げましたけれども、古川をま

たたどってくる。盛岡の地形とか、最近は「ブラタ

モリ」が人気ですけれども、まさに盛岡を歩いて

散策して、地形の変化であるとか、そうしたとき

には、私たち、歴史の分野が頑張らなければいけ

ないかなと思うんですけれども、そういったとこ

ろで歴史もうまく絡んでいきながら、まちづくり、

それから活性化というところにつなげていけたら

すごくいいなと。北上川を丸ごと使って、歴史も、

それから今の北上川も、それから昔の古川も、こ

れを丸ごと使った活用というのができればすごく

魅力的だなと思います。 
 
【平山】 ありがとうございます。 
中村さん、我々の話を聞いていて、何かご示唆と

いうか、ご指導をお願いできればと思うんですが。 
 
【中村】 やっぱり長期戦だと思うんですね。そ

のためには、若い人を育てていかないと、私もい

つの間にか 30 年たって、始めたときは若かったん

ですけれども、こういう年齢になってしまいまし

たので、今、若手を育てるのに一生懸命になって

いるんです。最後は、我々のまちづくりに対する

意志の力が試されているんじゃないかなと思うん

ですね。 
ビートルズが生前言っていましたけれども、「平

和を実現するためには、意志の力にかかっている」

と言いましたけれども、私たちも、まちづくりは

本当にやる気があるのかどうか、意志の力が試さ

れているんじゃないかと思うんですね。 
盛岡の北上川を中心に、50 年、100 年あるいは

1,000 年もかけて、しっかりした水のまちをつくっ

ていくんだ、こういうまちは少ないですから、川

がまちの中心を流れている。最終的にはベネチア

がそうなったように、世界遺産を目指すというく

らいの意気込みで、頑張っていきたいと思います
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ね。 
 
【平山】 中村さんがおっしゃるから、みんな、

そうかと思うんですけれども、松川ですごいご経

験をされて、みんな友達だというボーイスカウト

なんかの活動をされて、そこまで行ってもやはり

これほど高い志というか、なかなか持てないです

ね。やっぱり中村さんのお人柄そのものなのかも

しれません。あるいは、奥様の支援なのかもしれ

ないですけどね。 
 
【中村】 それは大きいと思いますね。（笑） 
 
【平山】 本当にまず高い志も持つこと、で、積

み重ね、積み重ね、誠実に努力を重ねることです

ね、そういうことだと思いますね。本当にありが

とうございます。 
最後に、会場でどなたか、何かご質問がある方、

おられませんか。――はい、どうぞ。 
 
【質問者】 質問じゃなくて、責任を感じている

人間の一人です。今から 40 年以上前に、商業地域

近代化計画というのを盛岡市から委託を受けて、

計画に長く携わった人間ですけれども、それが今、

雫石から南の都南地域の地域開発が起こっている

わけです。 
今話題になっている川を中心にした資源として

の川の利用をどうするかというのが基本的な発想

として、一番平たく言えば、いいことじゃないの

かなと思うんですね。そうすると、舟運だとか、い

ろんな話題も出てきましたし、観光資源としての

位置づけもできました。 
しかし、私は盛岡というまちを見ていて、日照権

問題というのは、僕も建築審査会の委員長をやり

ましたけれども、初めて 1 点だけ出たんです。今

まで出ていません。つまり、そのくらい城下町以

降、北のほうには農業試験場が国の施設や県の施

設に、農地が使われている、あるいはフラットに

岩手山麓まではそういう土地利用ですね。そして

完全に城下町から南につながっていくところは、

皆、住宅地化とか、今、新しく都市の再開発の形の

流れになっているわけです。したがって、そうい

うところのバランス的なものをイメージの中に持

ちながら、北上川という川をどう利活用していく

か、そういうもう少し大きな、グローバルな発想

で展開していくことがどうなのかなと思いました。

以上です。 
 
【平山】 ありがとうございました。 
ほかに何かございませんか。よろしいですか。 
それでは、金尾さん、最後におまとめになります

か。よろしくお願いいたします。 
 
【金尾】 まとめるということではないと思うん

ですけれども、舟運の話が出ましたので、実は東

京の日本橋川とか、隅田川の遊覧船とか、走って

いますけれども、今、多くの外国人の方が乗って

おられて、非常に人気がありますね。 
それから、実は、そういう遊覧船だけじゃなくて、

亀島川から神田川に出て、隅田川に出て、日本橋

川を通って、帰ってくる、この三角のコースをカ

ヌーでやるという、それも外国人が随分入ってい

ます。そういう意味では、観光とか、そういう面で

も、ものごく舟運というのは可能性が高いと思っ

ています。 
それで、どうしても舟運ということになると、安

全対策はどうするのかということが一番大きい話

だと思うんですね。どうしても川である以上は、

安全重視で、制約は絶対ある、それはもう仕方な

いことだと思うんです。ただ、そうは言いながら、

河川管理者の方にはぜひ度量を持ってもらいたい

なと。だめなことはだめとしっかりと言えばいい
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んですけれども、だめなことしか言わなくて、で

きることをなかなか言わないんですよね。だから、

こういうことはだめだけど、こういうことはでき

るんだというところまで少し皆さんと、これは信

頼関係ができないと、なかなかできないと思いま

すけれども、そういうこともぜひ皆さん方に発信

していただくような度量を持ってほしいし、逆に、

地域住民の方々、私はそういう立場なんですけれ

ども、何でもかんでも事故が起きると行政に責任

を押しつけるということではなくて、自己責任と

いいますか、やはりこちらのほうも自立をしてい

くということが大事じゃないかなと思います。 
先ほどから人材というお話が出ていますけれど

も、きょうも国交省の方はたくさん来ておられま

す。私もよく存じあげている方ばかりなんですけ

れども、度量を持った方々ばっかりですので、ぜ

ひいろんなことに心開いて相談していただければ

なと思いますし、また役所の立場を離れられまし

た、きょう協賛の東北地域づくり協会の理事長も

今、あそこにいらっしゃいますけれども、河川環

境課長をやっていましたので、非常にお詳しいの

で、いろんな面で相談に乗っていただけるんじゃ

ないかなと思いますので、ぜひ皆さん、知恵を結

集して、いい盛岡のまちづくりをしていただきた

いなと思います。 
以上です。 
 
【平山】 ありがとうございます。 
最後の一言だけでも、大分きょうのシンポジウム

の意味が深まったような感じがいたしますけれど

も、やはり従来の意識じゃなくて、もう少し一歩

進んだ、何か新しいものに取り組む体制、そのた

めには知恵を集めなければならない、これはまさ

しく一つの境界分野なのかもしれませんですね。 
ですから、本日ご出席の皆様、自分たちだけでや

るんじゃなくて、いろんな能力を持った人、そし

て地域の幅広い流域という単位の中でそういう問

題を考えていけばよろしいんじゃないかなと思っ

た次第でございます。 
時間になりましたので、これで終わりたいと思い

ますが、きょうは、パネラーの皆様、そして会場の

皆様にも、最後まで本当に熱心にご聴講いただき

まして、まことにありがとうございました。 
それでは、このシンポジウムを終わりにしたいと

思います。どうもありがとうございました。 
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